
研
　
究

農

協

に
よ
る
経
営
受
託

大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
お
よ
び
第
一
機
械
化
営
農
組
合
の
場
合

木
　
村

夫

　
　
　
　
　
目
　
　
次

　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
大
垣
の
概
要

　
　
　
二
　
機
械
化
営
農
組
合
の
生
成

　
　
　
三
農
業
経
営
受
委
託
の
展
開

　
　
　
四
　
農
業
生
産
組
織
の
問
題
点

　
　
　
五
展
望

　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
農
業
生
産
組
織
は
、
崩
れ
や
す
い
。
す
ぐ
れ
た
指
導
者
に
恵
ま
れ
た

特
別
の
も
の
を
除
い
て
、
長
時
間
継
続
し
て
い
る
組
織
は
少
た
く
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
く
生
ま
れ
る
そ
ぱ
か
ら
古
い
も
の
が
解
体
し
て
い
る
。

　
安
城
市
桜
井
町
農
協
営
農
推
進
都
会
の
例
を
み
れ
ば
、
折
か
ら
米
の

減
反
政
策
に
ぶ
つ
か
っ
て
米
作
意
欲
は
急
速
に
減
退
し
、
結
局
、
農
協

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

は
技
術
信
託
の
事
務
局
の
名
残
り
を
残
し
た
だ
け
で
、
各
賃
耕
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
自
由
競
争
と
い
う
戦
国
時
代
に
入
っ
て
い
っ
た
。
農
協
技
術

信
託
は
崩
壌
し
た
の
で
あ
る
。
自
由
た
立
場
の
作
業
請
負
者
が
生
き
残

り
、
農
協
直
営
方
式
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
裏
に
は
、
実
際
の
担
い

手
で
あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
所
得
を
充
分
に
他
産
業
賃
金
な
み
に
保
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
実
が
か
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
上
か
ら
半
ぱ
強
制
的
に
合
併
さ
せ
ら
れ
た
農
協
で
は
、
全
体
と
し
て

農
業
の
困
難
性
増
大
に
対
処
し
て
そ
の
打
開
の
た
め
の
努
力
が
た
さ
れ

な
い
ま
ま
に
、
事
業
が
営
農
指
導
や
販
売
よ
り
も
む
し
ろ
信
用
・
共
済

な
ど
に
っ
よ
く
傾
斜
し
て
ゆ
き
、
他
方
農
協
労
働
者
に
た
い
し
て
は

「
合
理
化
」
が
き
び
し
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

が
共
通
点
と
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
四
七
九
）
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問
題
は
、
今
日
の
農
業
機
械
化
が
多
く
の
農
民
の
農
業
生
産
力
を
着

実
に
高
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
減
退
さ
せ
る
移
で
す
す
ん
で
い
る

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
農
業
機
械
化
の
進
展
は
、
余
剰
労
働
力
を
生

み
出
し
、
農
家
兼
業
化
と
い
う
彬
を
と
り
つ
つ
、
男
子
の
労
働
力
を
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

業
か
ら
流
出
さ
せ
て
い
っ
た
。
農
家
労
働
力
の
農
外
流
出
が
作
業
委
託

お
よ
び
経
営
受
委
託
関
係
を
彩
成
し
た
主
要
な
要
因
と
い
っ
て
よ
い
。

　
近
年
農
作
業
の
受
げ
手
と
し
て
農
作
業
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
受
託

す
る
受
託
組
織
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
農
林
省
「
農
業
生
産
組
織

調
査
」
に
よ
る
と
、
水
稲
を
中
心
に
農
作
業
を
行
う
生
産
組
織
の
数
は
、

一
九
七
六
年
に
は
全
国
で
四
、
五
六
九
と
な
り
、
七
二
年
に
比
べ
約
六

割
も
増
加
し
、
そ
の
受
託
戸
数
は
、
総
農
家
数
の
ニ
ニ
・
四
バ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ト
、
受
託
面
積
は
総
耕
地
面
積
の
七
・
八
パ
ー
セ
ソ
ト
に
及
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
前
記
生
産
組
織
の
う
ち
農
業
経
営
受
託
組
織
と
な
る
と
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

で
二
六
一
、
東
海
地
方
で
三
一
、
岐
阜
県
で
四
と
限
定
さ
れ
て
く
る
。

　
受
託
組
織
に
お
い
て
管
理
運
営
の
主
体
に
農
協
な
ど
集
落
の
範
囲
を

超
え
る
も
の
が
多
い
が
、
受
託
の
範
囲
は
、
集
落
単
位
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

も
の
が
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
小
論
で
主
と
し
て
採
り
あ
げ
た
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
組
織
と

は
次
の
二
っ
の
組
合
組
織
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
七
八
年
一
月
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
四
八
○
）

で
設
立
以
来
、
丁
度
十
五
年
の
歴
史
を
も
つ
大
垣
南
機
械
ヒ
営
農
組
合

と
次
い
で
十
年
を
経
過
し
た
大
垣
市
第
一
機
械
化
営
農
組
合
の
二
組
織

で
あ
る
。
両
組
合
と
も
時
期
的
に
は
一
九
六
〇
年
代
「
高
度
成
長
」
期

に
県
、
市
、
農
協
の
支
持
を
得
て
発
足
し
た
組
合
で
あ
る
。

　
組
合
員
は
、
組
合
へ
「
耕
作
地
委
任
状
」
を
提
出
し
て
耕
地
を
委
託

し
、
代
っ
て
「
耕
作
地
委
任
引
受
書
」
を
渡
し
た
組
合
で
は
、
農
協
の

職
員
と
し
て
身
分
保
障
さ
れ
て
い
る
「
基
幹
」
職
員
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

が
受
託
耕
地
の
農
作
業
お
よ
び
経
営
を
担
当
し
て
い
る
。

　
離
合
集
散
が
多
い
農
業
の
生
産
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
と
に
も
か
く

に
も
十
年
、
そ
し
て
十
五
年
と
組
織
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か

を
探
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
営
農
組
合
が
誕
生
し
た

か
を
追
跡
し
、
現
在
か
か
え
て
い
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
展
望
を

試
み
た
の
が
小
論
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
一
九
七
二
年
八
月
農
林
省
調
査
の
際
に
リ
ス
ト
さ
れ
た
組
織
で
四
年

　
　
　
後
の
七
六
年
七
月
調
査
時
点
ま
で
に
解
散
し
た
農
業
生
産
組
織
は
、
一

　
　
　
　
一
、
四
九
九
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
解
散
組
織
の
う
ち
受
託
組
織
だ
げ

　
　
　
で
も
一
、
〇
六
六
組
合
が
四
年
聞
で
消
滅
し
て
い
る
。
　
（
農
林
省
統
計

　
　
　
情
報
部
、
「
農
業
生
産
組
織
の
解
散
組
織
体
の
動
向
」
『
ポ
ケ
ッ
ト
農
林

　
　
　
水
産
統
計
』
一
九
七
七
年
、
一
四
二
頁
）
。

　
　
（
２
）
農
政
調
査
委
員
会
「
ジ
ャ
ソ
ボ
請
負
の
ブ
ロ
た
ち
」
　
『
日
本
の
農

　
　
　
業
８
８
』
「
愛
知
県
稲
作
生
産
組
織
の
変
容
」
一
九
七
三
年
、
九
～
十
頁
。



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

　
全
農
協
連
編
『
民
主
的
た
農
協
』
一
九
七
六
年
、
一
四
〇
頁
。

本
橋
直
・
稲
葉
悟
郎
「
七
五
年
農
業
セ
ソ
サ
ス
の
結
果
分
析
、
農

民
諸
階
層
と
農
業
機
械
化
」
『
経
済
』
一
九
七
八
年
、
第
一
七
一
号
、

二
三
一
頁
。

農
林
統
計
協
会
『
図
説
農
業
白
書
昭
和
五
一
年
度
版
』
一
九
七
七
年
、

一
五
八
頁
。
呂

東
海
農
政
局
『
昭
和
五
一
年
、
東
海
農
業
情
勢
報
告
』
一
九
七
七
年
、

一
一
一
頁
。

　
『
農
業
白
書
昭
和
五
一
年
度
版
』
一
九
七
七
年
、
一
七
〇
頁
。

大
垣
の
概
要

　
大
垣
市
は
、
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
あ
っ
て
東
は
揖
斐
川
、
西
は
相

川
、
南
は
牧
田
川
の
三
川
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
西
方
に
伊
吹
山
、
養
老

山
を
望
み
、
北
方
に
奥
美
濃
の
山
地
を
め
ぐ
ら
し
、
東
方
は
る
か
に
木

曽
の
御
嶽
を
は
じ
め
恵
那
山
が
遠
望
さ
れ
る
。

　
東
へ
十
数
キ
ロ
を
へ
だ
て
て
岐
阜
市
、
南
は
四
〇
数
キ
ロ
で
伊
勢
湾

へ
達
し
、
ま
た
西
は
関
が
原
の
隆
路
を
経
て
琵
琶
湖
へ
と
通
じ
て
い
る
。

　
戦
前
、
旧
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
清
測
な
地
下
水
が
自
噴
し
た
の
で
、

大
垣
は
「
水
の
都
」
と
う
た
わ
れ
て
い
た
。
冬
期
に
は
「
伊
吹
お
ろ
し
」

と
呼
ば
れ
る
北
西
の
季
節
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
。
伊
吹
山
を
距
て
て
隣
接

し
て
い
る
滋
賀
県
の
湖
東
地
域
と
大
垣
で
は
春
秋
の
農
繁
期
が
大
垣
は

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

一
か
月
お
く
れ
て
い
る
。

　
大
垣
地
域
の
発
展
は
、
北
部
が
早
く
南
部
の
低
湿
地
は
近
世
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
か
ら
開
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
大
正
初
期
、
豊
富
次
水
資
源
を
求
め
て
繊
維
工
業
が
大
垣
の
地
へ
進

出
し
て
き
た
。

　
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
四
月
、
安
八
郡
大
垣
町
よ
り
市
制
を
施
行

し
た
大
垣
市
は
、
岐
阜
県
下
第
一
の
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
大

正
末
期
の
一
九
二
五
年
に
は
、
大
垣
に
お
い
て
中
部
目
本
農
民
組
合
大

（
３
）

会
が
開
催
さ
れ
、
小
作
争
議
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
旧
大
垣

市
で
は
、
二
九
九
戸
の
「
本
業
農
家
」
の
う
ち
一
八
八
戸
（
六
三
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ソ
ト
）
が
小
作
で
あ
っ
た
。

　
世
界
恐
慌
後
の
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
以
降
、
再
び
工
場
建
設
は
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

灌
と
な
っ
た
。
工
業
都
市
の
拡
充
は
、
周
辺
の
村
女
の
合
併
を
促
進
し
た
。

　
　
　
（
６
）

　
敗
戦
後
の
農
地
解
放
実
績
調
査
を
記
録
し
た
「
大
垣
市
第
二
次
農
地

改
革
白
書
」
を
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
ま
で
に
本
市
に

お
い
て
買
収
さ
れ
た
農
地
総
面
積
は
一
三
七
四
町
九
八
畝
一
二
六
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
大
垣
市
全
農
地
面
積
の
四
四
バ
ー
セ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

強
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
改
革
の
結
果
を
み
る
と
、
表
１
の
ご
と
く
、
改
革
前
に
お
い
て
自
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
四
八
一
）
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）

）
％

市
・

垣
版

伏
位

表
蝉臓鮮

面地農作小り作自の後前革改－表
地
作
小
１

４
阻

５
皿

地
作
自
１

６
流

５
阻

数
総
１

０
岨
１

』
ｏ
０
１

分
区
１

実
数

構
成
比

○

成作りよ」果結の革改「頁
２
８６の２編史通』史市垣大修新ｒ〕料資〔

地
の
約
一
・
七
倍
あ
っ
た
小
作
地

は
改
革
後
に
自
作
地
の
一
割
強
と

な
っ
て
し
ま
い
、
反
面
自
作
地
面

積
は
、
全
耕
地
面
積
の
九
割
ま
で

に
達
し
た
。

　
戦
後
の
復
興
過
程
で
現
れ
た
イ

ン
フ
レ
と
地
方
財
政
の
破
局
か
ら

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
町
村
合
併
を
促

進
し
た
。
表
２
の
ご
と
く
一
九
四

九
年
（
昭
和
二
二
年
）
以
降
の
合
併

経
過
は
、
旧
大
垣
輪
中
す
べ
て
の

村
落
を
大
垣
市
に
編
入
し
た
。

　
こ
の
小
論
で
と
り
あ
げ
た
大
垣

庸
機
械
化
営
農
組
合
は
、
戦
前
編

入
さ
れ
た
南
杭
瀬
村
、
多
芸
島
村
、

お
よ
び
戦
後
編
入
さ
れ
た
表
２
の
州
本
村
、
浅
草
村
の
四
か
村
を
基
盤

と
し
て
い
る
。
ま
た
大
垣
市
第
一
機
械
化
営
農
組
合
は
、
戦
後
合
併
さ

れ
た
表
２
の
和
合
村
、
三
域
村
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
こ
の
旧
二
か
村

は
、
大
垣
輸
中
の
北
東
部
に
属
し
て
い
た
。

六
六
（
四
八
二
）

）

　
人２

，

　
ｍ

｛
．位単叫小醗〃脇鰍

’
拾

肺
接隣降以年

４
７

１
９２表

口

‘ ０
３
８

０
８
３

一 ８
７
８

８
８

）
市

３
，
３

６
５
５

４
３
２

１
５
０

８
５
８

垣

人

７

大
（

１

１

後併

積

一５
７

０
８
●

一 ２
２
■

７
０

８
４

１
１
■

１
２
●

６
２

合

面

３
一
３

８
３

５
４

３
一
４
一

５

５
９
５

３
６

〇
一
８

日

１
０
一

１
０
・

１

１
１
０
一

１
４
・

１
■
４

１

１

１

月

６
一
〇
一
　
１

６
一
〇
一
９
．

年

１
■
７

１
■
７

８
一
４

８
一
４

１
８
一
９
一

Ｌ
２
一

１
４
一

併

４
９
１

４
９
１

４
９
１

４
９
１

５
９
１

５
９
１

５
９
１

７
一
６

合

９
１

９
１

９
１

、

時

口

８
１
５

２
７
５

３
５
５

５
９
６

１
１
２

３
８
２

２
７
７

８
７
６

８
３
３

０
９
６

人

１

１

１
一
２
・

４
一

１
・
４
．

１
・
２
一
　
１

併

積
３
７

４
６

５
４
■

８
６
■

５
４

２
４

９
１

３
６

０
１
■

８
２

合

３
３
一

３

５

面

１
一
６
一

３
一

４
一

４
６
一
１

名

村
村
村
村
撤
村
村
村
鋤
町

１

１

村町

里
本
草
並
柑
川
合
城
畝
坂
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

綾
洲
浅
川
牧
中
和
三
荒
赤

製作りよ頁
８
０５の２編史通』史市垣大修新『びよお頁

１
０』版年

７
７

１
９垣大覧要勢市『〕料資〔

　
一
九
七
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
垣
市
の
世
帯
数
は
、
三
万

六
四
四
四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
表
３
の
ご
と
く
同
年
の
農
家
総
数
は
、

四
、
八
八
五
戸
で
あ
る
か
ら
大
垣
市
に
お
げ
る
農
家
の
割
合
は
二
二
・



）％戸ｂ剃ｘ市垣大（成構家農ｕ男業兼
●

業専３表バ

種
業２

３
４
１

２
１
２

３
９
一

２
６
・

５

８

家
第
兼

、

農
種
業１

０
１
９

３
７
５

０
６
一

７
Ｌ

３

１

業
第
兼

１

兼

計
３
５
０

５
８
７

３
５
一

０
８
一

９

９

、
１
　
家

７

農

１
５
２

０
０
１

４
・

０
２
．

業専数

４
０

３
，
５

５
８
８

０
０
１

０
０
１

総分

５
６
９

５
７
９

５
６
９

５
７
９

１

１

１

１

区

実
数

構
成
比

○るよにスサンセもと年各〕料資〔

市
の
そ
れ
は
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト
と
低
い

　
ー
セ
ソ
ト
に
比
し
、
大
垣
市
の
そ
れ
は
八
六
パ
ー
セ
ソ
ト
と
平
均
よ

り
上
回
っ
て
い
る
。

　
表
４
の
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
数
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
年
問
に
〇
二

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
の
「
中
間
」
経
営
は
減

少
し
、
両
極
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
す
な
わ
ち
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
は
一
五
戸
か
ら
三
二
戸
へ
と
倍
増
し
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

四
バ
ー
セ
ソ
ト
に
当
る
。
ま
た
同

年
の
農
家
人
口
、
二
万
四
六
〇
一

人
は
、
大
垣
市
人
口
一
四
万
四
二

四
人
に
対
し
全
体
の
一
七
・
五
バ

ー
セ
ソ
ト
に
当
る
。
表
３
に
よ
れ

ぱ
一
九
六
五
年
よ
り
七
五
年
ま
で

こ
の
十
年
間
に
農
家
総
数
は
四
二

〇
戸
（
八
・
八
バ
ー
セ
ソ
ト
）
減
少
し

て
い
る
。
な
か
で
も
専
業
農
家
は
、

二
五
ニ
ロ
ダ
か
ら
一
〇
〇
戸
に
激
減

し
て
い
る
。
岐
阜
県
の
専
業
農
家

率
五
パ
ー
セ
ソ
ト
に
比
し
、
大
垣

。
他
方
、
県
の
二
兼
農
家
率
八
三

）％戸

■
　
●

位単（

計

４０３５

５５８４

外例

１
３

３

　
肋
上
１
５
３
２

）
　
Ｏ

市
２
・
以

垣
　
Ｏ

大
　
２
．
５
５
０
８

（
　
　
～
　
１
１

数
　
５

家
十

農
寸
峨
脳

醐
ｕ
。

規
　
Ｏ

地
一
旧
拠

耕
　
５
　
２
１

営
　
０

経
脆
満
０
３

　
　
　
　
１
■
一
　
７
‘

　
　
一
」
ｏ
　
　
　
　
０
　
　
１
・
一

４
０
未
２
２

表
　
　
５
５

　
　
分
　
９
６
９
７

　
　
　
　
１
↓
　
　
１
１

　
　
区
実
数

００１

００１””
Ｈ

”
”

７

０
一

２

９
４
・１

０

８
一

３

９

７
一

３

９

７
一

３

８
４
・４

５６９１

５７９１

構
成
比

○るよにスサンセもと年各〕料資〔

）％冊万
ｏ
〇一位単（）市垣大（移推の額産生粗業農５表 他

額のそ
含
総

樹果牛肉農酪花
●

菜野卵採豚養
イ

ロ
ニ

ブ
ラ

稲水分区

７２１４

４１７６

７
６

４４１

８４１

５１２

９２１

８６２

１５１

７３６

７８４

８０７

８６６

８４７

７８５

５８９

２９５１

９２７２

０７９１

６７９１

実
数

Ｏ
　
　
０

０
・
〇
一

〇
　
　
０

１
↓
　
　
１
■”

”
洲
”

”
“

〃
”

８Ｌ１

５
０
一１

２

６
一

１

１
１
一１

２

４
一

１

７
４
一１

６

８
一

３

６

０
一

４

０７９１

６７９１

構
成
比

　
成

　
作

　
り。

よ

む
年

含
７
７

を
”

者
」

業
針

工
指

加
の

は
業

牛
農

肉
市，

垣

豚
大

養
「

〕
　
〕

注
料

〔
資

　
〔

六
七
（
四
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

満
も
ニ
ハ
三
戸
、
増
加
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
こ
の
中
問
規
模
経
営
は

全
部
で
五
八
九
戸
消
滅
し
て
い
る
。
農
家
お
よ
び
農
家
人
口
の
急
激
な

減
少
は
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
労
働
力
移
行
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
表
５
の
農
業
粗
生
産
額
の
推
移
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
か
ら
七
六

年
ま
で
の
六
年
間
に
大
垣
市
に
お
げ
る
農
業
生
産
総
額
は
、
約
四
一
億

円
か
ら
六
七
億
円
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
「
物
価
狂
乱
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

ど
イ
ソ
フ
レ
を
考
慮
す
れ
ば
、
生
産
は
横
這
い
と
判
断
さ
れ
る
。
表
５

か
ら
水
稲
、
野
菜
、
花
、
果
樹
の
伸
び
に
比
し
、
養
豚
、
採
卵
、
肉
牛

な
ど
畜
産
物
の
生
産
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

　
表
５
の
生
産
の
推
移
は
、
大
垣
市
に
お
い
て
は
水
稲
耕
作
が
一
貫
し

て
農
業
生
産
の
根
幹
を
成
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
大
垣
市
の
農
協
に
よ
る
「
農
業
生
産
組
織
」
も
水
稲
耕
作
の
機

械
化
一
貫
体
系
の
実
施
を
当
面
の
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
。

　
　
（
１
）
十
五
世
紀
頃
、
当
地
域
の
旧
名
で
あ
る
大
井
荘
に
大
柿
、
大
垣
な
ど

　
　
　
　
の
呼
称
が
み
ら
れ
、
こ
の
頃
よ
り
「
お
お
が
き
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
た
っ

　
　
　
　
た
。
「
お
お
が
き
」
の
地
名
の
由
来
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
方
が
河
川

　
　
　
　
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
古
来
、
大
堰
堤
を
築
い
て
洪
水
の
難
を
防
い
だ

　
　
　
　
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
洪
水
に
よ
っ
て
輸
中
堤
が
決
壊
す
れ
ば
、
輸
中
内
に
水
が
た
だ
れ
こ

　
　
　
　
み
泥
水
と
化
し
、
民
家
は
水
底
に
没
し
た
。
慶
安
の
大
洪
水
（
ニ
ハ
五

　
　
　
〇
年
）
で
は
輸
中
の
上
流
部
伝
馬
町
で
水
深
八
尺
（
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）

六
八
（
四
八
四
）

　
　
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
江
戸
初
期
に
は
、
大
垣
輸
中
内
南
部
で
多
く
の
新
田
村
が
開
か
れ
た
。

　
　
概
ね
標
高
五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
属
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
田

　
　
村
は
低
湿
地
に
堀
を
堀
り
、
そ
の
土
を
も
っ
て
田
を
盛
り
あ
げ
た
。
従

　
　
っ
て
低
地
の
村
で
は
、
田
畠
と
堀
と
の
面
積
が
相
い
半
ぱ
す
る
と
い
う

　
　
所
も
あ
っ
た
。
　
（
こ
の
よ
う
な
「
堀
田
」
は
、
東
海
道
新
幹
線
、
名
神

　
　
高
速
道
路
の
両
工
事
と
前
後
す
る
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん

　
　
ど
見
ら
れ
な
く
た
っ
た
）
。

（
２
）
　
コ
局
度
成
長
期
」
以
前
は
「
自
然
湧
水
の
”
が
ま
”
と
呼
ぶ
も
の
が

　
　
大
垣
周
辺
で
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
た
堀
抜
井
戸
か
ら
清
水
が
昼
夜
噴

　
　
き
出
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
大
工
場
誘
置
で
大
量
の
水
が
工

　
　
場
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
た
り
自
然
自
噴
は
殆
ん
ど
出
な
く
た
っ
た
。
」

　
　
（
『
今
村
輪
中
郷
土
誌
』
一
九
七
五
年
、
大
垣
市
南
部
土
地
改
良
記
念
館
、

　
　
二
頁
）
。

（
３
）
　
「
大
正
十
四
年
十
二
月
十
八
日
、
犬
垣
市
目
吉
座
に
て
第
二
回
大
会

　
　
を
開
催
し
た
。
当
日
は
降
雪
な
る
に
拘
ら
ず
参
集
支
部
員
一
、
五
〇
〇

　
　
名
、
一
般
傍
聴
者
三
〇
〇
名
…
…
中
略
…
…
気
勢
を
あ
げ
た
。
」
（
前
掲

　
　
書
『
新
修
大
垣
市
史
』
通
史
編
二
の
三
八
二
頁
）
。

（
４
）
　
『
新
修
大
垣
市
史
』
「
岐
阜
県
統
計
書
」
通
史
編
二
の
二
四
〇
頁
。

（
５
）
市
制
十
周
年
に
は
安
八
郡
北
杭
瀬
村
の
う
ち
木
戸
、
南
一
色
、
笠
木
、

　
　
笠
縫
、
河
問
を
合
併
し
、
以
降
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
ま
で

　
　
に
安
八
郡
南
杭
瀬
村
、
多
芸
島
村
、
安
井
村
と
不
破
郡
宇
留
生
村
、
静

　
　
里
村
を
編
入
し
て
い
る
。

（
６
）
　
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
七
月
二
九
日
、
大
垣
市
は
ボ
ー
イ
ソ

　
　
グ
Ｂ
二
九
の
空
襲
に
よ
り
、
市
街
地
の
大
半
を
焼
失
、
罹
災
戸
数
四
、



（
７
）

（
８
）

九
〇
〇
戸
、
罹
災
人
口
三
万
人
、
死
者
五
〇
人
、
負
傷
者
一
〇
〇
余
人

の
戦
災
を
受
げ
て
い
る
。
（
市
長
室
企
画
広
報
課
「
統
計
資
料
」
『
市
勢

要
覧
、
一
九
七
八
年
版
』
七
頁
）
。

　
『
新
修
大
垣
市
史
』
二
の
六
一
四
頁
。

　
一
九
七
〇
年
に
は
麦
類
が
総
額
の
二
・
一
バ
ー
セ
ソ
ト
に
あ
た
る
八

六
二
〇
万
円
の
粗
生
産
額
を
あ
げ
て
い
た
が
、
七
二
年
以
降
、
激
減
し

て
し
ま
っ
た
。
な
お
一
九
七
一
年
に
は
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
「
粗
収

入
」
と
し
て
一
億
六
一
八
○
万
円
（
生
産
総
額
の
四
・
三
パ
ー
セ
ソ
ト
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
（
大
垣
市
『
大
垣
市
農
業
の
指
針
』
一
九
七
七
年
、

一
一
頁
）
。

二
　
機
械
化
営
農
組
合
の
生
成

（
１
）
　
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
の
設
立

　
農
業
基
本
法
が
成
立
し
た
一
九
六
一
年
に
、
名
神
高
速
道
路
揖
斐
川

起
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
加
え
て
東
海
道
新
幹
線
が
こ
の
大
垣
南
部
地

区
を
横
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
二
大
工
事
は
、
当
地
域
の
広
大

な
農
耕
地
を
消
失
さ
せ
る
た
め
、
農
家
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

対
応
策
と
し
て
南
部
地
区
の
堀
田
の
埋
立
事
業
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
農
地
の
造
成
を
目
的
と
し
た
埋
立
事
業
と
共
に
圃
場
整
備
、
区
画
整

理
も
す
す
め
ら
れ
た
。
圃
場
の
区
画
は
、
長
辺
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
、
短

辺
五
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
○
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
標
準
と
し
た
。
庸
部

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

土
地
改
良
事
業
の
総
面
積
は
七
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
基
盤
整
備
の
進
行
過
程
に
あ
る
一
九
六
二
年
（
昭

和
三
七
年
）
四
月
、
農
協
合
併
助
成
法
に
よ
っ
て
、
南
杭
瀬
、
多
芸
島
、

洲
本
、
浅
草
の
各
四
農
業
協
同
組
合
が
岐
阜
県
下
最
初
の
合
併
を
行
い
、

発
足
し
た
大
垣
南
農
業
協
同
組
合
は
、
新
し
い
動
き
を
は
じ
め
た
。

　
「
都
市
近
郊
に
お
い
て
脱
農
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
作
業
の
委
託
か
ら

は
じ
ま
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
作
業
請
負
は
ま
ず
都
市
近
郊
に
発
生
し
、

全
国
各
地
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
大
阪
府
の
藤
井
寺
農
協
と
か
岐
阜

県
の
大
垣
南
農
協
は
そ
の
先
駆
者
て
あ
っ
た
。
　
　
作
業
の
請
負
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

転
化
し
て
請
負
耕
作
と
な
る
。
」

　
す
な
わ
ち
農
作
業
の
受
委
託
は
、
農
業
経
営
の
全
面
受
委
託
に
転
化

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
り
か
た

　
こ
こ
で
先
駆
老
た
る
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
が
多
芸
島
地
区
入
方

町
（
農
家
戸
数
三
ハ
戸
）
で
生
成
発
足
す
る
ま
で
の
経
過
を
発
起
人
（
現

組
合
長
）
か
ら
の
き
き
と
り
を
中
心
に
し
て
辿
っ
て
み
よ
う
。
　
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

二
年
当
時
は
、
米
の
増
産
が
奨
励
さ
れ
、
割
当
供
出
の
達
成
が
、
む
つ

か
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
一
区
画
六
〇
ア
ー
ル
の
圃
場
が
で
き
る
前
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

時
に
は
町
内
の
人
問
同
士
で
「
番
水
制
」
を
め
ぐ
り
論
議
が
毎
年
の
よ

う
に
か
わ
さ
れ
た
。
一
九
六
二
年
の
秋
の
収
穫
（
一
〇
月
上
旬
）
を
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
四
八
五
）
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入
方
町
内
二
六
戸
の
う
ち
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
所
有
の
農
業
専
従
者
八

（
６
）

人
の
問
で
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
共
同
購
入
が
話
題
と
た
っ
た
。
助
成
に
つ

い
て
県
事
務
所
、
市
役
所
、
大
垣
南
農
協
等
に
話
を
か
げ
た
と
こ
ろ
、

十
月
中
旬
過
ぎ
に
県
の
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
「
県
で
は
水
田
農
業
の

機
械
化
一
貫
作
業
モ
デ
ル
地
区
を
作
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。
も
し
、

こ
の
計
画
に
そ
う
よ
う
な
内
容
で
あ
れ
ば
協
力
す
る
」
と
農
協
を
通
じ

返
事
が
き
た
。
県
の
提
示
し
た
条
件
は
、
　
「
ま
ず
面
積
は
五
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
一
～
二
か
所
の
団
地
で
あ
る
こ
と
、
機
械
に
あ
っ
て
は
、
農
協

が
導
入
し
、
こ
れ
を
発
起
人
達
が
借
受
げ
る
彬
式
を
と
る
こ
と
。
」
で

あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
県
は
、
西
南
地
区
に
大
型
機
械
化
実
験
集
落
を
創
る
に
当
り
、

「
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
に
要
す
る
機
械
一
式
お
よ
び
ラ
イ
ス
セ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

タ
ｉ
一
棟
な
ど
費
用
の
助
成
は
、
二
分
の
一
を
県
が
持
ち
、
四
分
の
一

を
市
が
持
ち
、
残
る
四
分
の
一
を
自
已
（
農
協
）
負
担
と
す
る
こ
と
、
又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

県
が
指
導
の
立
場
で
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
“
」
を
打
ち
だ
し
て
き
た
。

　
県
の
提
案
に
対
し
、
八
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
検
討
し
た
結
果
「
南
農

協
が
全
面
的
に
支
持
し
て
く
れ
る
こ
と
」
を
条
件
に
グ
ル
ー
プ
全
員
が

賛
成
し
た
。
そ
れ
か
ら
集
落
で
何
回
も
会
合
を
開
き
話
し
あ
っ
た
結
果
、

各
戸
の
掃
人
の
同
意
も
あ
っ
て
、
十
二
月
中
旬
に
は
町
内
の
二
五
ヘ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
四
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

タ
ー
ル
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
当
面
す
る
裏
作
の
保
障
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

が
残
っ
た
が
一
九
六
三
年
一
月
下
旬
に
は
、
町
内
全
部
が
協
力
を
約
束

す
る
ま
で
話
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
て
残
さ
れ
た
大
問
題
は
、
町
内
全
部

の
農
耕
を
八
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
委
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
八
人
以

外
の
人
々
の
さ
し
あ
た
り
農
耕
に
代
る
仕
事
を
み
つ
げ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
当
時
、
発
起
人
達
は
、
二
戸
ニ
ロ
ダ
の
家
族
の
方
針
を
聞
き
、
市
役

所
、
農
協
、
会
杜
、
工
場
を
廻
っ
て
就
職
の
世
話
を
し
て
い
る
。
幸
い

な
こ
と
に
当
時
は
、
ま
だ
「
人
不
足
」
の
時
代
で
あ
り
〕
一
同
度
成
長
」

の
上
昇
期
で
も
あ
っ
た
。
な
お
老
人
、
子
供
が
家
庭
に
い
る
た
め
外
へ

出
ら
れ
な
い
人
達
に
は
、
市
内
の
紡
績
工
場
と
協
議
し
部
落
に
か
せ
く

り
工
場
を
創
っ
て
働
げ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
大
型
機
械
化
実
験
集
落
の
基
盤
が
で
き
あ
が
り
県
、
市
、

農
協
と
協
議
の
上
、
　
「
大
垣
南
農
協
機
械
ヒ
営
農
組
合
」
と
命
名
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

組
織
と
し
て
組
合
の
基
幹
員
と
な
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
八
人
で
あ
り
実

質
上
の
庶
務
経
理
は
、
当
初
農
協
職
員
二
名
が
担
当
し
た
。

　
機
械
は
、
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
営
農
に
必
要
な
だ
げ
整
え
、
そ
れ
で
も

不
足
す
る
時
は
県
農
業
試
験
場
か
ら
借
り
る
こ
と
に
話
が
っ
い
た
。

　
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
四
月
十
三
目
、
地
元
の
目
新
小
学
校
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

庭
で
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
入
魂
式
を
行
う
と
共
に
機
械
化
営
農
組
合
は



発
足
し
た
。
初
代
組
合
長
に
推
さ
れ
た
亡
き
小
川
整
栄
氏
は
、
こ
の
目

の
感
想
を
、
　
「
大
型
機
械
に
よ
る
農
業
は
、
話
で
聞
き
映
画
で
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

し
て
お
っ
た
が
、
私
達
の
圃
場
で
実
際
使
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
」

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
組
合
は
、
大
垣
市
庸
部
土
地
改
良
区
区
域
内
を
基
盤
と
し
、
多

芸
島
地
区
入
方
集
落
を
中
心
に
し
て
、
一
部
浅
草
地
区
を
含
め
た
一
三

ニ
ロ
ダ
の
農
家
の
経
営
受
託
か
ら
出
発
し
た
。

（
２
）
　
大
垣
市
第
一
機
械
化
営
農
組
合
の
設
立

　
戦
後
、
大
垣
市
に
合
併
し
た
北
部
の
旧
和
合
村
で
は
、
一
九
六
六
年

（
昭
和
四
一
年
）
当
時
よ
り
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
試
験
田
を
設
営
し
て
研
究
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

動
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
年
の
四
月
、
九
農
協
が
合
併
し
て
大
垣
市
農

業
協
同
組
合
が
誕
生
し
た
。
翌
六
七
年
度
か
ら
県
で
最
初
の
県
営
圃
場

整
備
事
業
が
大
垣
東
部
、
三
城
・
和
合
地
区
で
着
手
さ
れ
、
三
〇
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
基
盤
整
備
が
完
成
し
た
。
事
業
経
過
中
の
一
九
六
八
年
、

第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
げ
、
農
業
機
械
や
施
設
の
整

備
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
よ
り
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
が
中
核
と
な
っ

て
改
善
事
業
実
施
に
あ
た
る
組
織
体
制
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
を
重
ね
、

十
月
二
一
目
、
大
垣
市
第
一
機
械
化
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
初
年

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

度
は
、
受
託
面
積
が
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
が
三
人
か

ら
出
発
し
て
い
る
。

　
五
年
前
に
発
足
し
て
い
る
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
と
比
較
し
て
み

る
と
出
発
に
あ
た
り
第
一
営
農
組
合
は
、
次
の
諸
点
で
異
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
発
起
人
は
、
南
が
三
〇
～
五
〇
歳
代
の
専
業
農
家
の
世
帯
主

が
八
人
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
北
の
第
一
は
、
二
〇
代
後
半
の
青
年
三

人
が
中
核
と
な
っ
た
。
発
起
人
と
な
っ
た
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
中
心
人

物
は
、
当
時
機
械
が
好
き
で
自
動
車
解
体
業
を
営
ん
で
い
た
。
同
じ
く

一
〇
年
勤
続
の
一
人
は
、
当
時
、
水
道
工
事
業
の
下
請
作
業
に
従
事
し

て
い
た
。
今
一
人
は
、
酪
農
に
打
ち
こ
み
、
そ
の
後
二
年
程
し
て
本
業

を
拡
大
す
る
た
め
、
機
械
化
組
合
か
ら
離
れ
て
い
る
。

　
発
起
人
の
階
層
の
差
に
次
い
で
、
経
営
受
託
面
積
で
は
、
南
が
水
田

五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
か
ら
発
足
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
北
の
第
一
は
、

一
〇
分
の
一
の
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、

南
が
県
を
始
め
行
政
面
の
「
特
命
」
と
支
持
を
受
け
た
の
に
対
し
、
北

は
い
わ
ぽ
自
然
発
生
的
に
主
と
し
て
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
を
受
け

た
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
も
分
る
。
従
っ
て
南
は
、
必
要
な
機
械
設
備

を
県
と
農
協
の
助
成
を
受
け
た
の
に
対
し
、
北
は
構
造
改
善
の
融
資
を

受
げ
て
出
発
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
四
八
七
）
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す
た
わ
ち
南
は
、
実
験
集
落
の
名
目
の
も
と
に
急
激
な
変
遷
が
あ
っ

た
の
に
比
し
、
北
の
第
一
は
、
い
わ
ほ
漸
進
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
両
者
に
共
通
な
特
徴
点
は
、
機
械
化
営
農
組
合
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

農
協
職
員
と
し
て
身
分
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
１
の

ご
と
く
庸
の
観
約
で
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
組
合
の
規
約

の
第
一
九
条
（
基
幹
職
員
）
で
は
、
　
「
こ
の
組
合
の
事
業
に
必
要
な
基
幹

職
員
は
、
大
垣
市
農
業
協
同
組
合
の
職
員
を
委
嘱
し
て
こ
れ
に
あ
て
、

人
件
費
は
こ
の
組
合
が
負
担
す
る
。
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
　
し
た
が
っ

て
発
足
当
初
の
一
か
年
は
無
収
入
で
あ
る
筈
の
組
合
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
一
年
間
の
職
員
給
与
等
は
、
両
組
合
と
も
農
協
の
立
替
金
の
形
式

で
処
理
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
資
料
－
　
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
規
約

第
一
条
こ
の
組
合
は
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
組
合
は
水
田
地
帯
に
お
け
る
農
業
構
造
改
善
に
伴
う
水

　
　
　
　
田
の
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
に
当
っ
て
、
従
来
の
慣
行
農

　
　
　
　
耕
を
大
規
模
に
機
械
ヒ
し
飛
躍
的
に
作
業
能
率
を
高
め
、
余
剰

　
　
　
　
労
力
を
以
っ
て
成
長
作
目
の
生
産
を
拡
大
し
組
合
員
の
経
済
生

　
　
　
　
活
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
こ
の
組
合
は
第
二
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、
県
、
市
、
農
協

　
　
　
　
の
指
導
を
受
げ
事
業
の
円
滑
た
推
進
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
こ
の
組
合
の
必
要
と
す
る
機
械
器
具
そ
の
他
の
施
設
は
、
農

　
　
　
　
協
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
貸
与
規
程
に
基
き
賃
借
す

七
二
（
四
八
八
）

　
　
　
　
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
こ
の
組
合
の
事
業
を
行
う
地
区
は
、
大
垣
南
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
管
内
と
す
る
。

第
六
条
　
こ
の
組
合
の
事
務
所
は
大
垣
市
入
方
町
一
五
八
○
番
地
に
置

　
　
　
　
く
ｏ

第
七
条
　
こ
の
組
合
は
第
二
条
の
目
的
達
成
の
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　
　
ｍ
　
機
械
化
営
農
事
業
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
似
　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
た
事
項

第
八
条
　
こ
の
組
合
の
組
合
員
は
大
垣
南
農
協
管
内
に
て
耕
作
を
行
う

　
　
　
　
農
業
者
と
す
る
。

第
九
条
　
こ
の
組
合
の
組
合
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
地
区
内
の
耕
作

　
　
　
　
者
で
総
て
本
事
業
の
目
的
達
成
の
た
め
に
農
作
業
を
組
合
に
委

　
　
　
　
任
す
る
も
の
と
す
る
。
尚
別
記
様
式
に
な
る
委
任
状
を
組
合
に

　
　
　
　
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
〇
条
組
合
員
が
脱
退
並
に
面
積
の
増
減
を
せ
ん
と
す
る
場
合
は
理

　
　
　
　
事
会
の
議
決
を
経
な
げ
れ
ぱ
友
ら
な
い
。

第
一
一
条
　
こ
の
組
合
に
次
の
役
員
を
置
き
任
期
は
２
年
と
し
再
選
を
妨

　
　
　
げ
な
い
。

　
　
　
　
理
事
二
茗
　
監
事
三
名

　
　
　
　
一
　
理
事
及
び
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

　
　
　
　
二
　
理
事
の
互
選
に
よ
り
組
合
長
及
び
副
組
合
長
は
選
出
す
る
。

第
一
二
条
　
組
合
長
は
組
合
を
代
表
し
そ
の
業
務
を
総
括
す
る
。

　
　
　
　
副
組
合
長
は
姐
合
長
を
補
佐
し
組
合
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ

　
　
　
　
れ
を
代
理
す
る
。

　
　
　
　
監
事
は
会
計
並
に
業
務
執
行
を
監
査
し
理
事
会
並
に
総
会
に

　
　
　
　
お
い
て
報
告
し
意
見
を
述
べ
た
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

第
二
二
条
　
こ
の
組
合
に
顧
間
、
参
与
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は



　
　
　
　
総
会
に
お
い
て
推
せ
ん
し
、
参
与
は
理
事
会
の
議
を
経
て
組
合

　
　
　
　
長
が
委
嘱
す
る
。
顧
問
及
び
参
与
は
本
組
合
の
事
業
に
参
画
し

　
　
　
　
理
事
会
、
総
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
組
合
に
書
記
を
お
き
組
合
長
の
命
を
受
け
て
組
合
の
会

　
　
　
　
務
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
四
条
こ
の
組
合
の
会
議
は
総
会
及
び
理
事
会
と
し
て
組
合
長
は
こ

　
　
　
　
れ
を
招
集
す
る
。

第
一
五
条
総
会
は
通
常
年
－
回
（
１
月
）
開
催
し
、
必
要
に
応
じ
て
臨

　
　
　
　
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
ニ
ハ
条
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
第
二
条
の
目
的
達
成
に
必
要
な

　
　
　
　
事
項
を
審
議
し
、
こ
れ
を
執
行
す
る
。

第
一
七
条
会
議
は
す
べ
て
二
分
の
一
以
上
の
出
席
者
を
も
っ
て
成
立
し

　
　
　
　
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
。
可
否
同
数
の
と
き
は
議
．

　
　
　
　
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
八
条
総
会
の
附
議
事
項
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
　
　
　
一
　
挽
約
の
制
定
、
改
廃
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
二
　
組
合
の
予
算
及
び
事
業
計
画
、
決
算
及
び
事
業
報
告
に
関

　
　
　
　
　
す
る
事
項

　
　
　
　
三
　
役
員
の
選
出
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
四
　
経
費
の
賦
課
、
徴
収
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
五
　
そ
の
他
重
要
た
事
項

第
一
九
条
こ
の
組
合
の
運
営
に
関
す
る
経
費
は
賦
課
金
、
助
成
金
を
以

　
　
　
　
て
あ
て
る
。

第
二
〇
条
こ
の
組
合
の
事
業
年
度
は
一
月
一
目
に
始
ま
り
二
百
三
一

　
　
　
　
目
に
終
る
。

第
二
一
条
こ
の
組
合
の
役
員
は
無
報
酬
と
す
る
。
但
し
族
費
等
は
予
算

　
　
　
　
の
範
囲
内
で
実
費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
第
二
二
条
　
こ
の
組
合
の
収
穫
物
は
す
べ
て
プ
ー
ル
計
算
と
し
生
産
に
要

　
　
　
　
　
す
る
諸
経
費
を
差
引
い
た
残
額
を
委
任
面
積
に
応
じ
組
合
員
に

　
　
　
　
　
配
分
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
一
二
条
　
本
組
合
の
事
業
遂
行
に
関
す
る
細
部
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
は
別
に
定
め
る
。

　
　
　
　
　
附
則
こ
の
規
約
は
昭
和
３
８
年
４
月
１
３
目
よ
り
施
行
す
る
。

　
次
に
共
通
点
の
大
き
な
特
徴
は
、
規
約
の
類
似
で
あ
り
、
目
的
と
事

業
の
同
一
性
に
あ
る
。
こ
の
規
約
の
特
色
は
第
二
条
の
目
的
を
み
る
と

「
こ
の
組
合
は
、
従
来
の
慣
行
農
耕
（
北
は
慣
行
農
業
）
を
大
規
模
に
機

械
化
し
飛
躍
的
に
作
業
能
率
を
高
め
・
…
－
、
組
合
員
の
経
済
生
活
の
向

上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
う
た
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
四
条
で
は
、
　
「
こ
の
組
合
に
必
要
な
機
械
・
器
具
二
て
の

他
の
施
設
は
大
垣
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
、
そ
の
貸
与
規
程
に
も
と
ず

き
賃
借
す
る
も
の
と
す
る
」
（
機
械
の
借
受
）
と
述
べ
、
そ
し
て
規
約
の

末
尾
、
（
配
分
金
）
の
項
第
二
二
条
で
は
、
　
「
こ
の
組
合
は
、
全
面
委
託

の
収
穫
物
は
、
す
べ
て
プ
ー
ル
計
算
と
し
、
生
産
に
要
す
る
諸
経
費
を

差
し
引
い
た
残
額
を
委
任
面
積
に
応
じ
、
組
合
員
に
配
分
す
る
」
と
定

め
て
い
る
。

　
　
（
１
）
名
神
高
速
道
路
関
連
の
埋
立
面
積
は
、
南
部
地
区
だ
げ
で
一
一
五
ヘ

　
　
　
　
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ん
だ
。
　
（
『
新
修
大
垣
市
史
』
通
史
篇
二
の
六
四
一

　
　
　
　
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
四
八
九
）
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（
２
）
前
掲
書
、
六
四
二
頁
。

（
３
）
犬
和
田
啓
気
『
目
本
農
業
再
生
の
条
件
』
目
本
経
済
新
聞
杜
、
一
九

　
　
七
七
年
、
五
七
～
八
頁
。

（
４
）
　
一
九
六
二
そ
三
年
（
昭
和
三
七
～
八
年
）
当
時
、
米
の
収
量
日
本
一

　
　
は
、
反
（
一
〇
ア
ー
ル
）
当
り
十
六
俵
で
あ
っ
た
。
長
野
、
滋
賀
、
富

　
　
山
、
石
川
の
各
県
が
、
気
侯
に
あ
わ
せ
て
稲
の
品
種
を
改
良
し
、
苗
も

　
　
ニ
ケ
月
早
く
栽
培
し
、
収
穫
期
も
九
～
一
〇
月
上
旬
に
早
め
て
収
量
を

　
　
多
く
し
た
ひ
と
こ
ろ
が
大
垣
輸
中
の
西
濃
地
方
は
、
山
間
部
の
よ
う
に

　
　
昼
夜
の
温
度
差
が
な
く
、
海
抜
七
～
八
メ
ー
ト
ル
の
低
湿
地
と
し
て
地

　
　
下
水
位
が
高
く
、
そ
の
た
め
「
草
出
来
」
は
よ
い
が
根
が
張
ら
な
い
と

　
　
い
う
こ
と
で
骨
を
折
っ
て
も
そ
の
割
に
米
の
穫
れ
高
は
悪
か
っ
た
。
し

　
　
た
が
っ
て
、
こ
の
入
方
地
区
の
平
均
は
、
七
・
五
俵
（
四
五
〇
キ
厚
グ

　
　
ラ
ム
）
が
普
通
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
肥
沃
な
土
地
の
せ
い
か
、
粗
雑
に

　
　
手
問
を
か
げ
な
く
て
も
減
収
に
な
ら
た
か
っ
た
。

（
５
）
大
垣
輸
中
で
は
田
植
時
期
、
「
番
水
制
」
と
い
っ
て
部
落
ご
と
に
水

　
　
の
く
る
順
番
と
そ
の
月
目
時
問
ま
で
が
き
め
ら
れ
て
い
た
し
、
現
在
も

　
　
き
め
ら
れ
て
い
る
。
一
定
の
時
間
が
く
る
と
上
部
落
は
、
下
部
落
に
樋

　
　
管
の
水
を
あ
げ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
目
照
り
で
乾
燥
し
て
い
る
年
に

　
　
は
、
水
路
が
細
く
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
事
情
も
あ
っ
て
水
の
び
が
悪
く
、

　
　
な
か
な
か
上
の
田
か
ら
下
の
田
ま
で
水
が
通
じ
な
い
。
夜
に
な
る
と
部

　
　
落
ご
と
に
寝
ず
の
番
を
し
て
下
部
落
の
者
が
水
を
通
す
よ
う
に
見
張
っ

　
　
て
い
て
も
、
つ
い
油
断
し
て
い
る
う
ち
に
上
部
落
の
者
が
水
を
横
流
し

　
　
に
と
り
入
れ
、
た
め
に
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

（
６
）
発
起
人
八
人
は
、
当
時
水
田
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
所
有
の
専
業
農
家

　
　
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
亡
く
た
っ
た
人
が
一
人
、
組
合
を
難
れ

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｎ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

三

七
四
（
四
九
〇
）

た
人
が
三
人
、
残
っ
て
い
る
人
は
、
一
九
七
八
年
一
月
現
在
四
人
で
あ

る
。　

当
時
一
九
六
三
年
の
金
額
で
、
出
費
は
機
械
一
式
二
千
万
円
、
ラ
イ

ス
セ
ソ
タ
ー
二
千
万
円
、
計
四
千
万
円
で
あ
っ
た
。
農
協
自
己
負
担
分

は
一
千
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
八
年
間
で
償
却
し
終
っ
た
。

　
当
時
、
ー
こ
の
地
区
の
裏
作
保
障
は
、
菜
種
、
れ
ん
げ
、
麦
な
ど
で
金

額
に
換
算
し
て
全
部
で
六
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
額
は
、
営
農
組

合
が
農
協
の
共
済
金
、
賦
課
金
等
か
ら
借
入
融
通
し
、
そ
の
後
の
六
年

間
で
支
払
済
と
た
っ
た
。

　
県
は
実
験
農
場
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
バ
イ
ロ
ツ
ト
地
区
を
選
定

し
た
か
ら
、
そ
の
地
域
内
に
入
っ
た
他
部
落
の
人
六
の
水
田
は
、
自
ず

と
一
部
加
入
の
組
合
申
込
を
必
要
と
し
た
。

　
こ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
八
人
は
、
注
（
６
）
の
発
起
人
で
あ
る
水
田
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
持
主
と
同
一
人
物
で
あ
る
。

　
営
農
組
合
の
建
物
は
、
農
協
の
旧
倉
庫
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
機
械
化
営
農
組
合
の
五
ケ
年
』
一
九
六
八
年
、
組
合
刊
、
一
頁
。

　
九
農
協
の
内
訳
は
、
中
部
、
安
井
、
宇
留
生
、
静
異
綾
里
、
川
並
、

和
合
、
三
城
、
荒
崎
の
各
単
協
で
あ
る
。

農
業
経
営
受
委
託
の
展
開

１
　
集
落
の
変
ぼ
う
と
地
域
の
変
化

大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
事
務
所
の
所
在
地
で
あ
る
大
垣
市
入
方
町
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Ｃ
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本
タ
地

協
ン
ト

農
セ
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南
ス
ロ

垣
イ
イ

大
ラ
パ

Ｑ
¢
函

図置位の組農営化械機南垣大－図

は
、
図
１
の
ご
と
く
近
鉄
養
老
線
（
大
垣
－
桑
名
間
）
友
江
駅
か
ら
下
車

徒
歩
三
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
友
江
駅
か
ら
大
垣
駅
ま
で
は
乗
車
時
問

に
し
て
一
〇
分
問
、
通
勤
通
学
者
に
と
っ
て
は
便
利
な
地
で
あ
る
。

　
組
合
発
足
当
時
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
は
二
五
戸
し
か
な
か
っ
た

入
方
町
の
戸
数
が
、
十
五
年
後
に
は
八
○
戸
と
な
り
、
戸
数
に
し
て
三

・
二
倍
増
を
示
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
分
家
が
九
戸
、
借
家
が
十
戸
、

土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
た
分
譲
住
宅
が
…
ハ
戸
と
計
五
五
戸
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
商
店
は
二
目
ノ
も
な
く
住
宅
ぱ
か
り
で
あ
り
、
外

か
ら
移
住
し
て
き
た
人
を
は
じ
め
、
分
家
な
ど
新
し
く
住
み
っ
い
た
人

々
は
、
み
な
給
与
生
活
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
三
年
か
ら
二
ヶ
年
に
わ
た
っ
た
大
型
機
械
化
営
農
実
験
集
落

の
周
り
に
、
　
「
高
度
成
長
」
と
共
に
住
宅
が
増
え
た
訳
で
あ
る
。

　
多
芸
島
支
所
管
内
全
体
で
み
る
と
、
一
九
七
一
年
か
ら
七
六
年
ま
で
、

最
近
の
五
年
間
を
と
ら
え
て
も
、
耕
作
者
面
積
は
、
田
畑
あ
わ
せ
一
七

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
十
五
年
間
、
南
部
地
区
全
体
の
大
な
る
変
化
は
、
工
場
、

住
宅
、
学
校
等
が
次
々
と
誘
置
さ
れ
進
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

無
数
の
堀
を
埋
め
た
て
る
干
拓
事
業
の
た
め
に
巨
大
な
池
を
堀
っ
て
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
四
九
一
）
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き
た
浅
草
池
八
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
の
所
有
者
は
、
景
気
変
動
と
と
も
に
太
平

洋
工
業
株
式
会
杜
か
ら
美
濃
繊
維
に
移
り
、
さ
ら
に
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品

へ
と
変
っ
た
。
つ
い
で
誘
置
完
工
順
に
列
挙
す
る
と
栗
山
ア
ル
．
、
、
・
、
栗

山
金
属
工
業
、
雇
用
促
進
事
業
団
入
方
団
地
、
外
花
（
住
宅
）
団
地
、
大

垣
問
屋
連
盟
団
地
、
目
通
大
垣
タ
三
・
・
ナ
ル
、
同
愛
会
西
濃
病
院
、
県

立
大
垣
南
高
等
学
校
、
県
立
大
垣
養
護
学
校
、
鉄
工
団
地
等
が
次
々
と

地
区
内
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
近
鉄
養
老
線
は
、
　
「
と
も
え
」
駅
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
一
・
五
キ
肩
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
）

率
％
組
　
　
　
　
　
　
　
　
に
大
垣
南
高
校
前
「
お
お
と
ぱ
」

轍
為
　
　
　
。
と
い
う
無
人
駅
を
新
設
し
た
。

と
位

移
単
第
管

推
（の口人易区地市垣大６表

城
区
二
地
１

５
１
１
５
４
／
７
ｏ
リ

６
蛆
い

合
内
組
化
械
機
－
第
管

合
区
和
地

４
５
８
３
■
３
１
↓
ｏ
Ｏ

３
鰍
１
．

本
区
洲
地

１
０
８
１
｛
｛
１
↓
ｎ
乙

５
６
６
１
１

合
内
組
農
営
南
垣
大
管

－
島
区
芸
多
地

７
４
２
７
４
３
１
２

９
肌
１
１

市
垣
大
旧

６
２
６
１
”
■
５
８
５
４

○
蛆
１

分
区

６
０
７
５
１
９
１
９

６
０
５
／
７

成作りよ査調勢国年
７
７

１
９』覧要勢市『〕料資〔

　
表
６
の
大
垣
市
地
区
別
人
口
の

推
移
と
増
減
率
を
み
る
と
、
一
九

六
〇
年
か
ら
七
五
年
ま
で
の
十
五

年
間
に
、
旧
大
垣
市
内
の
人
口
は

七
バ
ー
セ
ソ
ト
減
少
し
て
い
る
の

に
比
較
し
、
南
営
農
組
合
管
内
の

洲
本
地
区
で
は
人
口
伸
び
率
が
六

六
バ
ー
セ
ソ
ト
強
を
示
し
、
同
様

に
北
の
第
一
組
合
の
和
合
地
区
で

）人

■
　
●

位単（化変の態動業就うなもとに施実農営化械機南７表

を
た
庭
体

女
４
２
０

１
６

職
る
家
主

内
す
ど
を
男
１

一
一
　
一
－

女

一
一

一１

佐
手
る
・
ど
あ
工
な
の
大
管
職
者

１
男
１

ｎ
６
　
　
ｎ
６

Ｏ
ｌ

容
内
事
従
外

女

一
一

一１

工
自
加
ど
者
店
た
業
商
業
営

１
３
　
２

男

１
△

１
女

１
↓
　
７
１

６
■

と
主
る
な
を
す
暦
時
と
目
臨
体
者

１
男
■

４
　
　
２

２
１
△

８
１
４

６

女

会
ど
活
員
た
生
務
員
与
公
杜
給
者

１

■
男

１
９
２
８

９

女
１
７
一

１
７
△

の
う
期
伝
繁
手
農
み
者

１
男

１
０
一

１
０
△

１
女

１
７
２

１
５
△

細
明
事
従
業
農

年
す
に
事
業
従
者
農
間
る

１

１
男
１

１
２
１

ｕ
１
△

女二
　
一

一

営
基
化
合
械
組
員
機
農
幹

、

１
男

一
８

８

女
４
７
４
３

△
４
、

到５
０
４
３

△
７

－

業
員
）
　
　
延
就
人
（

１
計

９
７
８
６

ｕ
△

分
区

６
２
６
４
１
９
１
９

実
数１

増
減

七
六
（
四
九
二
）

　
も
二
倍
ち
か
く
人
口
が
増
加
し
て

　
　
い
る
。

　
　
南
部
と
同
様
に
北
部
も
地
区
の

　
変
化
は
著
し
い
。
こ
の
十
年
間
に
、

　
国
道
二
一
号
線
大
垣
バ
イ
パ
ス
和

　
合
イ
ソ
タ
ー
チ
ヱ
ソ
ジ
が
設
置
さ

　
　
れ
、
大
垣
商
業
高
等
学
校
、
和
合

氏
作りよ」査調態動業就「

，

頁５弘の２』史市垣大修新『〕料資〔

（
住
宅
）
団
地
、
雇
用
促
進
事
業
団

開
発
住
宅
等
が
開
発
さ
れ
、
第
一

機
械
化
営
農
組
合
の
設
立
に
と
も

な
い
市
農
協
ラ
イ
ス
セ
ソ
タ
ー
が

誘
置
さ
れ
、
郊
外
緑
化
対
策
と
し

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
設
備
す
る

三
城
公
園
が
地
区
内
に
建
設
さ
れ

た
。　

表
７
は
南
機
械
ヒ
営
農
実
施
に

と
も
た
う
就
業
動
態
の
変
化
を
加

入
者
一
三
二
戸
中
全
面
耕
地
委
託

老
二
六
戸
（
主
と
し
て
入
方
町
）
に
つ



い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
８
で
み
る
と
、
発
足
前
後
わ
ず
か
二

年
間
で
農
業
に
年
間
従
事
す
る
者
は
、
二
九
人
か
ら
三
人
へ
と
激
減
し

て
大
巾
に
ー
農
外
従
事
老
と
な
り
、
男
子
の
多
数
が
俸
給
生
活
老
と
化
し

て
い
る
の
に
対
し
女
子
の
多
く
は
家
庭
で
の
内
職
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
女
子
の
一
部
は
、
旦
雇
な
ど
を
主
体
と
し
て
い
る
老
へ

移
行
し
た
こ
と
が
分
る
。

　
表
７
で
特
徴
的
な
こ
と
は
農
繁
期
の
み
手
伝
う
者
が
二
七
人
か
ら
零

へ
皆
無
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
機
械
化
営
農
組
合
の
誕
生
は
、

集
落
の
住
民
か
ら
農
耕
作
業
を
と
り
あ
げ
た
と
も
い
え
る
。
裏
が
え
せ

ぱ
、
こ
の
地
域
の
農
民
に
限
り
、
組
合
へ
農
地
を
全
面
委
託
す
れ
ほ
、

農
業
を
経
営
す
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

２
　
経
営
受
託
組
織
の
経
過
と
実
績

　
（
１
）
　
大
垣
甫
機
械
化
営
農
組
合
の
十
五
年

　
一
九
六
三
年
度
は
「
す
な
わ
ち
発
足
の
年
は
、
近
年
ま
れ
に
み
る
長

雨
の
年
で
あ
っ
た
。
大
部
分
の
圃
場
は
、
土
地
条
件
が
最
悪
の
状
態
と

な
り
、
機
械
使
用
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
全
面

積
直
播
の
当
初
計
画
は
、
…
…
大
巾
に
変
更
さ
れ
、
急
拠
苗
代
を
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

し
移
植
に
切
り
換
え
る
体
制
を
整
へ
た
。
」
・
…
－
一
九
六
四
年
度
は
「
除

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

草
の
失
敗
、
台
風
二
〇
号
に
よ
る
倒
伏
、
直
播
生
産
技
術
の
未
熟
さ
と

土
地
気
象
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
収
量
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
極
め
て
低
い
も
の
と
な
っ
た
。
」

　
二
か
年
に
わ
た
る
実
験
期
間
中
、
週
に
一
回
木
曜
目
、
市
役
所
多
芸

島
支
所
に
関
係
者
は
集
合
し
て
研
究
会
を
続
げ
た
。
す
な
わ
ち
技
術
営

農
研
究
会
を
木
曜
会
と
名
付
げ
、
大
垣
農
業
改
良
普
及
所
、
市
農
政
課
、

農
協
指
導
課
、
農
業
試
験
場
、
県
普
及
課
そ
し
て
地
元
営
農
組
合
の
メ

ソ
バ
ー
が
集
ま
り
、
　
「
農
業
革
新
論
」
を
た
た
か
わ
せ
た
。
す
な
わ
ち

当
時
は
、
直
播
と
い
い
受
委
託
と
い
い
大
冒
険
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
三
年
目
の
一
九
六
五
年
度
は
、
　
「
過
去
二
か
年
の
結
果
に
か

ん
が
み
、
水
が
大
き
く
直
播
初
期
に
必
要
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
揚
水
機
二
基
を
設
置
し
た
。
こ
の
年
は
九
月
十
目
、
十
七
目

の
二
回
に
わ
た
り
台
風
が
襲
来
し
、
さ
ら
に
九
月
十
八
目
よ
り
二
五
目

間
に
わ
た
り
無
降
雨
と
気
温
の
異
状
低
下
が
原
因
と
な
り
、
県
下
全
般

の
平
均
反
収
減
と
同
じ
く
期
待
以
下
の
も
の
と
な
っ
た
。
又
、
こ
の
年

は
加
入
耕
作
面
積
が
減
少
し
た
年
で
あ
る
。
目
標
の
二
万
円
の
配
当
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

が
達
成
し
な
か
っ
た
事
な
ど
も
原
因
し
た
と
思
わ
れ
る
。
」

　
当
時
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の
収
量
目
標
が
四
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

し
、
こ
の
年
の
収
量
実
績
は
三
二
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ま
た
配
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
四
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

金
目
標
額
が
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
万
円
に
対
し
、
当
年
は
一
万
七
二
一

〇
円
で
あ
っ
た
。
配
分
金
に
対
す
る
不
満
か
ら
に
せ
よ
、
加
入
耕
作
面

積
の
減
少
は
、
営
農
組
合
基
幹
員
の
脱
退
と
無
関
係
で
は
た
い
。
す
な

わ
ち
「
昭
和
四
一
年
に
は
、
前
年
ま
で
常
勤
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

か
つ
全
所
有
地
を
委
託
し
て
い
た
三
名
の
老
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
や
め
、

か
つ
耕
作
委
託
を
全
然
し
た
く
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
（
人
間
関
係
の

不
満
か
ら
か
？
）
本
人
の
申
出
を
承
認
し
、
か
つ
自
作
用
地
と
し
て
、
大

圃
場
の
中
に
仮
畦
畔
を
つ
げ
、
　
一
時
利
用
地
指
定
（
土
地
改
良
区
の
方
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

兼
任
役
員
が
多
い
ら
し
い
）
を
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
」
と
。

の員合組農営化械
機
積

南
面

垣
託

大
委

　
受

８表

）劣ぬ戸

●
　
■

位単（

面
分

６

６

７

Ｏ

２

９

７

Ｏ

９
一
６

６
一
〇

８
一
３

９
一
５
一

過

積

託

１

１

４

６

３

４

６

７

経の

面全
委
１

合

入

数

３

８

０

０

０

０

Ｏ

０

組

総
１
一
７
一

７
一

０

０
・
〇
一

〇
一

〇
一

農

ロ
カ

託
５
　
３
　
６
　
８

Ｏ
　
０
　
０
　
０

１

１

１

１
営
ヒ

受

イ
械

；
，

面
分
６
２

９
２

２
２

５
４

８

９

９

３

機

９
１

９
・
５
一
７
一

南

数

託

１
１
一
　
１
１
一

２

５

５

垣

戸全
委
１

大
「

入

数
１
３

７
９

８
１

３
５

０

Ｏ

Ｏ

０

料

回
カ

総

１

２

２
〇
一
〇

〇
一
〇
一
〇
一

奮

託

１ ０
１

０
１

０
１

部

受

内合

３
　
６
　
０
　
６

３
６

６

０

６

（
ｏ
　
７
　
７

組

分

（
Ｏ
　
’
Ｏ

７
　
７
‘

９

９

９

９

９

９

９

９

１
・
一
　
１
・
一
　
１
・
一
　
１
－
一

１
↓
　
１
・
一
　
１
　
１
↓

〕
料

区

実

数

構
成
比

瞥
〔

過経合組農営化械機南垣
大
。

「
製

料
作

資
り

部
よ

内
」

合
績

組
実

〕
と料資〔

　
表
８
の
年
度

別
組
合
員
の
委

託
面
積
に
よ
れ

ほ
、
発
足
四
年

目
の
一
九
六
六

年
度
に
。
は
、
戸

数
に
し
て
二
二

一
戸
よ
り
九
七

戸
へ
三
四
戸
減

少
し
、
加
入
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
四
九
四
）

積
も
五
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
三
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
ニ
ニ
．
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
。
組
合
の
根
拠
地
で
あ
る
入
方
町
地
内
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

げ
で
も
基
幹
員
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
三
戸
を
含
め
六
戸
が
脱
退
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

減
少
水
田
面
積
だ
け
で
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
組
合
分
裂
の
基
底
に
は
、
高
度
成
長
経
済
が
農
民
生
活
に
与
え
た
打

撃
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
農
業
だ
げ
で
生
活
で
き
た
く
な
っ
た
農
民
が

賃
労
働
者
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
機
械
化
一
貫
体
系
実
験
集
落
の
指
定
を

受
げ
、
営
農
組
合
生
成
に
と
も
な
う
急
激
な
集
落
の
変
ぼ
う
と
地
域
の

変
化
が
も
た
ら
し
た
混
乱
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
た
い
。

　
表
８
で
わ
か
る
如
く
、
分
裂
脱
退
問
題
の
起
き
た
発
足
後
四
年
目
の

一
九
六
六
年
度
の
実
績
を
最
低
に
し
て
十
年
後
の
七
六
年
度
に
は
、
受

託
戸
数
は
、
九
七
戸
か
ら
二
五
三
戸
へ
二
・
六
倍
増
、
う
ち
全
面
委
託

分
の
戸
数
は
、
二
九
戸
か
ら
一
四
五
戸
へ
五
倍
増
、
そ
し
て
受
託
面
積

は
、
三
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
ニ
倍
増
、
う
ち

全
面
委
託
分
の
面
積
は
、
一
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
六
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
ヘ
三
・
六
倍
増
と
着
実
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
全

面
的
に
経
営
を
組
合
へ
委
託
し
て
い
る
農
家
割
合
は
、
発
足
時
の
一
九

・
八
バ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
五
七
・
三
バ
ー
セ
ソ
ト
ヘ
と
増
大
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
全
面
的
に
耕
地
を
組
合
へ
委
託
し
た
面
積
割
合
は
、
発
足
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７
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ｈ

）
）
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７

６
ｏ
）
ｏ
４

４
７
８

２

０

（
（
（

（
（
〆
、

～
Ｏ
ｏ
ｕ
７
’

４
ｏ
◎
７

２
１
り
＾

５

Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｏ

１
■
１
１
一
１
↓

０

１

）
）
）

ａ

８
７
１
ｏ
ｏ

ｈ

）
）
）

５

１
４
（
）

０
１
１
一
Ｆ
ｏ

１
上
４

１
１
．
１
↓

０

（
（
（

（
（
（

～
３
ｏ
）
１
－
一

ｏ
ｏ
８
■
■

１
↓
１
－
一
（
Ｏ

３

ｏ
）
一
Ｌ
ｏ
４

１
↓
２
一

Ｏ

１

）
）
）

満

Ｃ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
）

）
）
）

未

６
７
Ｑ
ｄ

４
２
４

ｎ
６
（
Ｏ

２
２

ａ

（
（
（

（
（
（

ｈ

３
ｑ
Ｕ
一
Ｌ
ｏ

８
５
３

１
つ
ｏ
４

３

１

Ｏ
）
７
’
７
１

ｎ
６
一
Ｌ
０

０

１

）
）
）

数
６
）
６
）
５
）

８
０
３

Ｏ
）
一
Ｌ
Ｕ
７
１

２
’
ｏ
４

１
↓
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ｊ

１

（
（
（

（
（
（

０
（
）
０

１
０
ｏ
ｏ

■
　
　
　
　
　
　
　
　
●

総

３
２
Ｆ
ｏ

０
０
０

１
１
り
＾

０
０
０

１
上
１
↓
１
■

１

’

３
７
‘
（
ｏ

ｑ
Ｕ
７
６

分
９
６

（
０
７
’

（
Ｏ
（
０
７
’

Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｊ

Ｏ
ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
リ

１
１
一
－
上
－
上

１
↓
■
■
１
■

」

区
　
　
実
数

一

構
成
比

　
製

　
作

　
り

　
よ

　
」

　
績

　
実

　
と

　
過。

経

数
の

家
合

農
組

託
農

委
営

地
化

耕
械

全
機

は
南

内
垣

）
大

　
「（

〕
料

注
資

〔
　
〔

時
の
三
八
・
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト

か
ら
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と

拡
充
し
て
い
る
。
農
業
経
営

の
受
委
託
は
、
大
垣
庸
部
で

定
着
し
て
い
る
。

　
表
９
の
水
田
規
模
別
農
家

構
成
を
み
る
と
、
農
業
経
営

受
委
託
が
ど
の
層
に
ど
の
よ

う
に
定
着
し
て
い
る
か
が
明

ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
発

足
当
初
の
一
九
六
三
年
度
に

は
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未

満
を
委
託
す
る
農
家
が
二
六

戸
（
一
九
・
六
バ
ー
セ
ソ
ト
）
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
七
六
年

度
に
は
二
〇
六
戸
（
八
一
．
四

パ
ー
セ
ソ
ト
）
と
著
増
し
て
い

る
。
他
方
六
三
年
度
に
は
○

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
委

農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

託
す
る
農
家
が
一
〇
五
戸
（
八
○
・
四
バ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
て
い
た
の
が

七
六
年
度
に
は
四
七
戸
（
一
八
・
三
バ
ー
セ
ソ
ト
）
へ
と
激
減
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ー
表
９
を
詳
細
に
み
る
と
、
六
一
二
年
度
に
は
○
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
農
家
は
、
全
面
委
託
率
で
八
五
戸
の
う
ち
一
三
戸
と
一
五
・

三
バ
ー
セ
ソ
ト
に
過
ぎ
た
か
っ
た
の
が
、
七
六
年
度
に
は
二
〇
戸
の
う

ち
二
〇
戸
、
す
な
わ
ち
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

る
。
要
約
す
る
と
、
量
的
に
は
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
小
農
層
に

経
営
の
受
委
託
が
定
着
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
質
的
に
は
中
農
層
が
委

託
す
る
場
合
は
全
耕
地
委
任
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
傾

向
と
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
発
足
当
初
、
大
胆
に
と
り
あ
げ
た
乾
田
直
播

農
法
は
、
　
「
減
収
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
無
理
を
せ
ず
、
天
侯
に
さ
か
ら
わ

ず
」
と
徐
々
に
後
退
し
て
移
植
栽
培
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち

直
播
は
、
一
九
六
四
年
の
四
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ピ
ー
ク
と
し
て
発

芽
の
不
均
一
や
、
雑
草
の
除
草
に
悩
ん
で
六
五
年
、
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

六
六
年
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
減
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
九
七
三
年

度
に
は
決
算
書
の
使
用
機
械
欄
で
み
る
と
、
播
種
機
二
台
（
興
機
式
シ
ー

ド
．
ド
リ
ル
）
が
抹
消
さ
れ
る
と
同
時
に
、
田
植
機
一
台
（
井
関
さ
な
え
、

Ｐ
二
四
〇
〇
型
四
条
植
）
が
登
場
し
て
い
る
。
従
っ
て
直
播
を
し
た
最
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
四
九
五
）
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９
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小
位
当蝉移推の賃労と金分配熱産生量収の合組農営南

１
０表

賃
労
植
田

１
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
０
５
５
７
２
５
５
Ｌ
Ｌ
１
，
ム
４
～

賃
労
当

女 ０
０
０
０
０
０
０
６
７
０
０
０
５
・
ｂ
７
．
ｏ
ｏ
Ｏ
・
Ｌ
ｏ
　
　
　
Ｌ
ａ
３
，

目
１
の
員
　
男
助
補
、

０
０
０
５
１
０
３
０
一
一
７
８
１
１
　
　
Ｌ
Ｌ

、
り
価
当
俵
－
米
、

０
８
２
２
０
６
３
２
９
５
０
２
０
２
５
１
４
１
５
，
６
，
Ｌ
８
，
５
，
７
，
　
　
　
　
１
１
一
　
１
１
一

－
り
金
噌
分
１
０
配
１

２
０
０
７
０
０
３
１
７
５
０
３
２
２
０
５
５
１
５
，
７
，
７
，
３
，
３
，
２
．
１
１
２
１
２
２

り
費
哨
産
１
０
生
、

９
９
９
７
６
５
７
１
１
３
２
４
９
７
１
２
４
７
４
，
６
，
６
，
２
，
８
，
０
，
１
１
２
ｑ
Ｕ
（
ｏ
９

、
市
量
垣
辣
大
平

鋤
鋤
棚
測
蝸
蜘

－
り
量
当
ａ
１
０
収

８
２
５
８
３
０
２
一
２
・
１
一
９
．
６
一
５
一
５
２
２
２
７
０
３
３
４
３
３
４

１
分
区

３
５
７
０
５
７
６
６
６
７
７
７
９
９
ｏ
）
９
ｏ
）
ｏ
）
１
↓
１
１
↓
１
↓
１
↓
１

度
１
３
５
８
３
５
年
　
　
　
　
１
１

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
年
は
、
七
二
年
で
あ
る
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
一
九
七
七
年
度
総
会
資
料
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
田
植
機
は
四
条
植
二
台
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
条
植
二
台
の
計
四
台
と
増
員
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
直
播
が
姿
を
消
し
、
機
械
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
に
移
行
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
腕
　
　
次
に
、
営
農
組
合
の
経
過
と
実

　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
績
を
そ
の
生
産
量
、
収
量
と
配
分

　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
績
　
金
で
調
べ
て
み
よ
う
。
表
１
０
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
跳
　
○
ア
ー
ル
当
り
、
収
量
、
生
産
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
　
　
　
紬
　
配
分
金
と
労
賃
の
推
移
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
収
量
は
横
這
い
で
あ
り
、
労
賃
お

　
　
　
　
　
　
　
　
営

　
　
　
　
　
　
　
　
鮒
　
よ
び
生
産
費
の
上
昇
率
に
比
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
米
価
の
値
上
げ
は
低
く
、
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
め
に
営
農
組
合
の
配
分
金
が
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
糊
　
年
間
を
通
じ
低
迷
し
た
こ
と
が
分

　
　
　
　
　
　
　
　
資

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
四
九
六
）

収
量
は
、
年
を
追
っ
て
増
加
す
る
も
の
で
は
た
く
、
ほ
ぽ
一
定
し
て
い

る
。
定
期
総
会
資
料
に
よ
る
と
一
九
六
六
年
度
ま
で
の
計
画
書
は
、
反

収
目
標
四
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
が
、
六
七
年
度
以
降
七
八
年

度
計
画
で
は
四
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
十
五
年
間
の

実
績
で
計
画
目
標
を
収
量
で
上
廻
っ
た
の
は
、
五
年
目
、
一
九
六
七
年

度
の
四
二
一
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
一
回
だ
げ
で
あ
る
。
し
か
、
こ

の
年
は
、
大
垣
市
の
平
均
収
量
で
も
十
五
年
間
を
通
し
最
高
の
年
で
あ

っ
た
。
農
業
が
い
か
に
天
侯
に
左
右
さ
れ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
反
面
、

基
幹
員
一
人
当
り
約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
担
と
い
う
粗
放
経
営
で
は
、

や
は
り
平
均
収
量
を
下
廻
る
こ
と
を
も
表
１
０
は
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
十
五
年
間
に
田
植
労
賃
が
一
、
五
〇
〇
円
よ
り
五
、
五
〇
〇
円

に
三
・
七
倍
増
、
婦
人
補
助
員
の
目
当
が
五
〇
〇
円
よ
り
三
、
五
〇
〇

円
へ
と
七
倍
増
し
て
い
る
の
に
比
し
、
一
俵
（
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
三
等

米
の
米
価
）
は
、
五
、
〇
三
〇
円
よ
り
一
七
、
二
ニ
ハ
円
へ
と
三
・
四
倍

増
に
と
ど
ま
っ
た
。
労
賃
の
上
昇
は
、
生
産
費
の
上
昇
に
波
及
し
、
こ

の
十
五
年
間
で
一
〇
ア
ー
ル
当
り
約
一
・
五
万
円
か
ら
九
万
円
へ
と
生

産
費
が
六
倍
増
し
て
い
る
た
め
か
、
プ
ー
ル
計
算
し
た
あ
と
の
配
分
金

は
、
終
始
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
万
円
前
後
を
低
迷
し
た
。
配
分
金
の
最

高
額
は
、
収
量
の
最
も
多
か
っ
た
五
年
目
の
一
九
六
七
年
度
、
二
万
七
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ｏ
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０
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ｏ
８

０
【
Ｕ

Ｏ

■

７

の
４
つ
り
７
‘
◎
ｏ
ｏ
Ｊ
（
ｏ

（
０
１
■

６

，

，

，

１

，

そ

１
■
Ｑ
Ｕ
７

１

１

費
　
０
０
３
ｏ
Ｊ
１
１
ｇ
　
ｏ
Ｊ
９
８
６
ｏ
ｏ
８

４
６１
９

８

務
７
‘
Ｑ
ｏ
ｏ
）
１
↓
ｏ
）
６

ｏ
）
Ｏ

８

，

，

，

，

，

，

４
５

　
労
訳
劃

ｏ
０
Ｑ
ｏ
４
ｏ
０
７
‘
り
ｏ

１
↓
ｎ
乙
３

１
［
ｏ
２
１
ｏ
ｏ
’
ｏ
５

ｃ
ｏ
７１
６

ｎ
ｏ
３
ｏ
ｏ
［
ｏ
９
２

■
　
　
　
●

７

乾
　
Ｆ
ｏ
４
（
ｏ
ｎ
ｚ
２
１
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

７
７

８

共

１
１
一
４
５

１料
ｏ
ｏ
（
０
７
１
ｎ
乙
ｑ
ｕ
１

１
上
’
Ｏ１
５

０
０
ｏ
ｏ
ｏ
０
１
■
７
１

３

借
０
３
ｏ
ｏ
８
５
３

ｎ
ｏ
２

８

，

，

，

，

，

，

１

１

賃

１
■
１
■
■
ｎ
乙
４
８

１

２
０
５
ｏ
Ｕ
９
５

１

代

Ｏ
Ｊ
Ｆ
Ｏ

４
４
Ｆ
ｏ
（
ｏ
ｏ
ｏ
６

３７

料
１
２
ｏ
ｏ
４
Ｑ
り
６

１
２

１

，

，

燃

１
↓
１
↓

１

３
２
３
３
３
０

１

代

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｊ

ｏ
ｏ
６
ｏ
◎
ｏ
Ｊ
２
５

３

薬
４
５
６
ｏ
）
ｒ
ｏ
２

７

’
ｏ
４

６

，

，

内
－
農
費

１
↓
ｎ
Ｏ

７
１
６
１
ｎ
ｏ
１
８

ｏ
０
１
↓

０
６
６
Ｆ
ｏ
１
３

１
６

ｏ
Ｊ
０
０
ｏ
ｏ
４
０

６

料

１
↓
ｑ
ｕ

６

，

，

，

，

，

１

巴

１
１
一
１
↓
１
■
Ｑ
一
Ｕ
（
Ｏ

月
１

代

４
２
８
ｏ
ｏ
２
５

Ｏ
（
）

０
８
ｎ
ｏ
０
５
０

１
９

●
　
　
　
．

子

３
２
４
４
９
３

２

４
２

４

，

種

１

１

１

業
計

４
４
０
０
７
３

７
２
９
１
↓
８
２

０
０

８６

出

（
ｏ
６
（
ｏ
ｏ
ｏ
０
６

０
０

８

，

，

，

，

，

，

０
０

７
７
０
ｎ
■
一
８
６

事
支

１
↓
１
↓

１
９
ん
４
６

分

１
３

６

ｏ
ｏ
５
７
０
５
７
Ｑ
Ｕ
７
‘

９

（
ｏ
（
ｏ
（
０
７
‘
７
１
７

（
０
７
‘

１

区

Ｏ
）
Ｏ
リ
Ｏ
）
Ｏ
リ
Ｏ
）
０
）

０
０
０
Ｊ

／

１
↓
１
１
一
１
■
一
１
■
１
１
１
↓

１
－
一
１
↓

７７９

度

１

１

１
３
５
ｏ
ｏ
３
５

年

１
■
１
■

構
成
比

率

農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

０

成作りよ」料資会総期定「びよお」績実と過経の合組農営化械機南垣大「〕料資〔

千
円
で
あ
り
、
そ
の

後
十
年
を
経
過
し
て

も
こ
れ
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　
続
い
て
生
産
費
の

内
訳
を
知
る
た
め
に

表
ｕ
で
事
業
支
出
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み

ょ
う
。
こ
の
十
五
年

問
に
受
託
耕
地
面
積

の
推
移
は
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
八
○
ペ

ク
タ
ー
ル
ヘ
一
・
六

倍
増
で
あ
る
の
に
比

し
、
事
業
支
出
合
計

は
、
七
六
七
万
円
よ

り
六
、
六
六
二
万
円

へ
と
八
・
七
倍
増
し

て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
高
度
成
長
」
下
の
イ
ン
フ
レ
が
事
業

支
出
費
を
増
大
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
燃

料
代
、
共
乾
費
の
高
騰
が
著
し
い
。
農
薬
代
に
は
、
共
同
防
除
剤
が
含

ま
れ
て
お
り
、
賃
借
料
は
、
主
に
農
協
か
ら
借
り
て
い
る
使
用
機
械
の

損
料
で
あ
り
、
　
「
そ
の
他
」
の
費
目
に
は
、
農
業
共
済
費
、
機
械
部
品

費
、
修
理
費
、
利
子
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
労
務
費
は
一
九
七

七
年
度
、
三
、
三
六
九
万
円
に
達
し
、
事
業
支
出
全
体
の
五
〇
・
六
パ

ー
セ
ソ
ト
を
占
め
た
。

　
表
１
２
は
、
　
「
定
期
総
会
資
料
」
の
各
年
度
収
支
決
算
書
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
初
年
度
と
十
五
年
後
を
比
較
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、

支
出
の
部
全
体
の
中
で
事
業
支
出
の
割
合
が
四
九
パ
ー
セ
ソ
ト
よ
り
七

四
バ
ー
セ
ソ
ト
に
増
大
し
た
の
に
対
し
、
配
分
金
の
占
め
る
割
合
は
、

五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
よ
り
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
に
減
少
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
七
七
年
度
の
事
業
収
入
九
、
○
○
○
万
円
の
内
訳
は
、
米
代
金

収
入
が
八
、
二
〇
〇
万
円
、
残
額
八
○
Ｏ
万
円
は
、
秋
冬
作
、
農
外
収

入
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嚢
作
の
小
麦
（
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
お
よ
び
そ
さ

い
類
の
レ
タ
ス
、
れ
ん
げ
、
玉
ね
ぎ
、
ヵ
ソ
ラ
ン
、
バ
セ
リ
、
な
す
苗

等
の
販
売
、
そ
し
て
休
耕
奨
励
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
収
入
の

「
賦
課
金
他
」
九
万
八
○
○
○
円
の
内
訳
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
四
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
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・
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三
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八
二
（
四
九
八
）

刎
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●
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１
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１
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ｏ
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８
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一
４
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６
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，

，

事
支

７
７

２
８
６

２

４

６

金

９

９
２
２
４
８

５

１

３
４
７
６
ｏ
リ
９
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４
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課
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）
り
＾
　
，
　
１
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０
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１
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Ｏ
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事
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１
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１
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分

１
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７
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７
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７
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Ｏ
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Ｏ
リ
　
０
）
Ｏ
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Ｏ
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１
１
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１
・
一
　
１
↓
　
１
１
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１
■
　
１
■
一

Ｏ
）
　
Ｏ
ｕ

９
１
／

１

１
７
７
９

度

１

年

１

３

５

８３
１

５
１

構
成
比

率
○

成作りよ
況

剃
状

資
業

会
乍

総
“

期
口
刀

陀
明

〃
合

お
組

」
農

鶏
営

批
南

経
２

の合
料

組
資

農営化械機南垣大「〕料資〔

）入手リセバ菓野夏

入
苗

手
ス

作
ナ

麦
（

り

傲
作

整
土

械
苗

機
　
代

）
苗

分
水

町
）

１
０
分

場
町

圃
２
０

子
（

種
り

（
作

末
ラ

始
ワ

ラ
手

ワ
苗

月１

　
）

入
問

手
月一

ケ

ス
ー

タ
約

レ
（

．
台

ソ
２

ラ
ク

ソ
　
ツ

カ
ラ

ト

備
搬

整
運

械
花

機
草．

所

本
役

千
市

万
）

１
備

）
整

り
路

作
水

床
．

（
路

き
道

播
（

子
備

種
整

ス
場

ナ
圃月２

　
）

肥
土

脂
砕

俵
起

作
耕

冬
（．

備

備
準

整
代

械
苗

機・
　
）

理
等

管
平．

均

植
（

移
備

薔
整

ス
場

ナ
圃月３

入手

）
キ

毒
ツ

消
サ

籾
．

子
荷

種
出一

ソ

備
ラ

準
ソ

種
カ

播
．

（
荷

出

タ
ス

ソ
タ

セ
レ

甫
旬

育
下

毘
臓

管
準

ス
代

ナ
苗月４

）
レノタク

へ５

起
．
穫

耕
分
収

．
ル
麦

荷
一
（

出
タ
一

ソ
ク
分

ラ
ヘ
ル

ソ
６
０
一

カ
）
タ

．
一
ク

荷
タ
ヘ

出
ソ
２
０

ス
セ
）

タ
苗
代

レ
育
苗

．
（
水

荷
種
（

出
播
種

苗
子
播

ス
種
代

ナ
籾
苗月５

）植手（植田
●き

）
か
業

代
事

定日

．
　
↓
十
，

植
県

械
（

機
ル

植
一

田
ア

　
５
０．

代

起
苗

耕
害

　
災

肥
．

施
理

田
管

本
水月６

理管水ｕメ草畦
■

肥追除防虫害病布散剤草除月７

理管水ｕメ草畦り取工
ヒ

革除除防虫害病）肥追（肥穂月８

分本万５

　
種

）
播

種
ぎ

播
ね．

玉

り
作
．

床
り

ソ
取

ラ
ユ

ソ
ヒ

カ（ス
草

タ
除

レ
畔畦

除
．

防
ル

虫
一

害
タ

病
ク

　
ヘ

）
２
０

肥
種

追
播

（
ゲ

肥
ソ

穂
レ月

入手革除ラソカ

ルタ

ス
ク

タ
ヘ

レ

１
０

　
）．

麦

植
（

移
種

ソ
播

ラ
作

ソ
冬

カ
　
．．

穫

ス
収

タ
稲

レ
水月

１
０

ルタク
へ

１
０）霜初（取ｕメ籾子種採県）麦小ｃ種播作冬

種
　
播

・
　
”
ソ

整
セ

調
一
、

燥
ノ

乾
荷．

出

穫
苗

収
ぎ

稲
ね

水
玉月１１

他の其

　
）

整
理

調
整

穀
．

脱
庫

籾
倉

子
（

種
備

採
整

県
械

　
機

）入手
達．

配

水
米

排
有．

保

麦（肥
備

追
整

作
場

冬
圃

２
月

１

目７１年
７
８

１
９」料資会総期定度年

５
２和昭「合組農営化械機南垣大〕料資〔



円
、
ニ
ロ
ダ
ニ
○
○
円
均
一
の
賦
課
金
が
九
万
円
、
残
額
の
八
、
○
○
○

円
は
前
年
か
ら
の
繰
越
金
で
あ
る
。
表
１
２
を
み
て
も
繰
越
金
は
、
プ
ー

ル
計
算
で
配
分
金
を
支
払
っ
た
残
り
で
あ
る
限
り
、
零
か
零
に
近
い
額

と
な
る
。

　
資
料
２
の
月
別
作
業
状
況
は
、
営
農
組
合
の
年
間
運
営
を
知
る
上
に

参
考
と
な
る
。
こ
の
資
料
２
も
一
九
七
七
年
度
定
期
総
会
資
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

加
入
組
合
員
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
組
合
で
は
県
指
定
の
種
子
生
産
圃
場
を
設
置
し
て
一
九
七
〇

年
度
よ
り
規
模
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
採
種
を
行
な
い
、
県
指
定
の
災
害
苗

代
設
置
事
業
を
も
実
施
し
て
い
る
。
一
九
七
五
年
度
に
は
農
用
地
利
用

増
進
事
業
で
播
種
プ
ラ
ソ
ト
一
式
（
井
関
、
Ｓ
六
〇
）
が
設
置
済
み
で
あ

る
。
ま
た
組
合
は
、
現
在
休
耕
地
利
用
と
し
て
飼
料
作
物
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
そ
さ
い
転
作
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
も
栽
培
し
て
い
る
。

　
（
２
）
　
大
垣
市
第
一
機
械
化
営
農
組
合
の
一
〇
年

　
既
述
の
南
農
協
南
営
農
組
合
と
比
べ
、
北
東
部
に
位
置
す
る
市
農
協

第
一
営
農
組
合
の
受
委
託
に
関
す
る
大
き
な
特
色
は
、
表
１
３
で
明
か
な

ご
と
く
全
面
受
託
と
部
門
別
作
業
を
明
確
に
区
分
し
両
立
さ
せ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
全
面
耕
作
受
託
は
、
配
分
金
を
と
も
た
う
事

業
で
あ
り
、
一
九
六
八
年
の
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
七
七
年
の
四
九

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

）円ｇｋａｈ位単（績実業事の合組農営化械機ユ第
１
３表
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０
Ｊ
巨
Ｕ
「
０

計
８
一
２
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８
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９
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９
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８
６
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ｂ
ｏ
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１
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積

除
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０
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０
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３

３

面

３
０
ｏ
ｏ
Ｏ

防
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１
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１
穫

８

４

１

２

６

受

ａ
９
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２

２
４
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業

収

作

１

き
、
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６

６
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分

１
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１
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一
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２
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１

部

代
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２
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３

２

Ｌ
４
一
６
一

Ｌ
２
一

１
３
１

６

３

２

耕

り
金

哨
分

Ｏ
Ｏ

０
８

０
４

２
７

Ｏ
Ｏ

業

１
，
０

４
，

１
，
３

４
，

２
，

事
０
配
、

２
７
ユ

１
１
２

１
２

託
り
量

受

当

９
０

１
！

６
８

４
７

３

３

３

３
）
６
４

作
ａ

４
（

耕面 １
０
収
１

託
積

３
５
一

２

２

８

８

全

７
一
１

Ｌ
７
一

３

４
９
４

受
面

分区

８
６

０
７

２
７

５
７

７
７

９
１

９
１

９
１

９
１

９
１

度

１

３

５

８

年

０
！

○

製乍イりよ」要概「と」みゆあの合組農営化械機－第市垣大「〕料資〔

・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
こ

の
十
年
問
に
受
託
面
積
は

九
倍
増
し
て
い
る
。
た
だ

し
一
允
七
一
年
以
降
、
生

産
調
整
に
か
か
わ
る
転
換

作
物
と
し
て
毎
年
九
月
～

五
月
、
粗
飼
料
（
牧
草
）
の

生
産
面
積
が
一
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
含
ま
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
水
稲
耕
作
面
積

は
、
約
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
る
。
一
〇
ア
ー
ル
当

り
の
収
量
は
、
甫
と
同
じ

く
こ
の
十
年
間
横
這
い
状

態
を
続
け
て
き
た
が
最
近

上
向
の
傾
向
に
あ
る
。
一

九
七
七
年
度
の
収
量
が
、

表
１
３
で
（
四
四
六
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
と
（
　
）
付
き
な
の

八
三
（
四
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

は
、
七
八
年
五
月
現
在
の
数
字
で
あ
っ
て
、
今
後
等
級
を
よ
く
す
る
た

め
に
ラ
ィ
ス
．
グ
レ
ィ
ダ
ー
に
か
げ
て
再
選
別
す
る
と
目
減
り
す
る
予

想
が
た
つ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
配
分
金
も
庸
と
同
様
、
こ
の
十
年
問
イ

ソ
フ
レ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
万
円
前
後
を
横
這
い
し

て
い
る
。

）円位単（金料岬利業作の合組農営化械機－第
１
４表
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８
８
８
３
８

，

，

，

，

，

１

１

１

３

３

リ

０
０
０
０
０

タ

０
０
０
０
０

ｏ
〇
一
Ｌ
ｏ
’
ｏ
８
Ｅ
ｏ

起

一
耕

，４

口
一

１
土

一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

８
０
（
）
一
」
Ｕ

，

，

砕

３

３

１

耕

耕ウ

一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

Ｏ
）
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

ラ

，

，

，

，

１
↓
２
４
５

○
フ

材
用

搬
施

一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

７

８

８

１

，

，

土
の

１
↓
２
一

分

８

Ｏ

２

５

７

区

６
７
‘
７
‘
７
‘
７
‘

９

９

９

９

９

１
↓
１
↓
１
■
１
■
１
■

度

１
ｏ
ｏ
５
８
０

年

１

　
製

　
作

　
り

　
よ

　
」

　
要

　
概。

「

るあ
と

で
」

準
み

基
ゆ

り
あ

当
の

ａ
合

１
０
組

の
農

ａ
営

０
ヒ
５
イ

一
械

０
・
機

ｏ
ｏ
　
１
一

は
第

金
市

料
垣

の
大

こ
ｒ

〕
　
〕

注
料

〔
資

　
〔

　
ま
た
表
１
３
の
部
分
作
業
受
託

面
積
を
み
る
と
、
こ
の
十
年
間

の
伸
び
は
、
耕
起
、
代
か
き
の

作
業
面
積
で
二
倍
増
、
収
穫
作

業
面
積
で
約
三
倍
増
と
そ
れ
ぞ

れ
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
を
受
託

　
　
　
（
８
）

し
て
い
る
。

　
部
分
作
業
の
利
用
料
金
は
、

表
１
４
の
ご
と
く
毎
年
基
準
を
定

め
て
徴
収
し
て
き
た
。
二
〇
ア

ー
ル
当
り
耕
起
の
標
準
利
用
料

金
は
、
こ
の
十
年
問
に
二
、
三

〇
〇
円
か
ら
五
、
五
〇
〇
円
へ

と
約
二
・
四
倍
増
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
五
〇
〇
）

こ
の
問
一
俵
当
り
の
米
価
も
七
、
五
九
二
円
か
ら
一
七
、
一
二
六
円

（
前
掲
の
表
ユ
ｏ
参
照
）
へ
と
二
・
三
倍
増
し
て
い
る
。
米
価
の
値
上
り
率
と

利
用
料
金
の
上
昇
率
と
は
、
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
表
１
４
の
注
で
記
し
て
あ
る
ご
と
く
部
分
作
業
利
用
料
金
の
標
準
は
、

三
〇
ア
ー
ル
か
ら
五
〇
ア
ー
ル
の
面
積
を
基
準
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以

下
の
二
〇
ア
ー
ル
か
ら
二
九
・
九
ア
ー
ル
の
場
合
は
標
準
料
金
の
五
パ

ー
セ
ン
ト
増
を
徴
収
し
、
二
〇
ア
ー
ル
か
ら
二
〇
ア
ー
ル
の
場
合
は
一

〇
バ
ー
セ
ソ
ト
増
、
そ
し
て
五
ア
ー
ル
か
ら
一
〇
ア
ー
ル
の
耕
作
面
積

狭
少
な
場
合
は
標
準
料
金
の
二
五
バ
ー
セ
ソ
ト
増
を
徴
収
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
九
七
八
年
度
の
耕
起
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
の
料
金
は
、
三

〇
～
五
〇
ア
ー
ル
で
は
標
準
の
五
、
五
〇
〇
円
で
あ
る
け
れ
ど
も
五
～

一
〇
ア
ー
ル
の
場
合
は
、
六
、
八
七
五
円
と
増
額
さ
れ
る
。
部
分
作
業
料

金
は
、
三
〇
ア
ー
ル
以
下
に
は
料
率
を
高
く
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
が
、

全
面
受
託
の
場
合
は
、
表
１
５
の
ご
と
く
査
定
基
準
表
を
つ
く
っ
て
配
分

金
に
差
を
っ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
基
準
表
の
算
出
基
礎
は
機
械
効
率

で
あ
り
、
持
点
四
百
点
（
内
訳
は
距
離
．
面
積
・
地
型
・
乾
湿
各
百
点
）
か
ら

の
減
点
加
算
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
標
準
の
配
分
金
は
、
一

〇
ア
ー
ル
当
り
二
万
円
で
あ
っ
て
も
機
械
効
率
が
よ
く
、
減
点
要
素
が

な
げ
れ
ば
最
高
は
三
万
円
ち
か
く
な
り
、
諾
条
件
が
悪
く
な
れ
ば
五
千
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点得容内分区

Ｏ０１

８
０

６
０

でま
で
西

）
ま
以

野
水
水

賀
悪
悪

加
根
根

・
飴
日
曽

合
　
，
，

和
北
南

（
以
以

線
線
線

本
号
号

道
２
１
２
１

海
道
道

東
国
国

離距

Ｏ０１

６
０

３
０

上
ａ

以
”
下

ａ

〇
一
以

　
９

０
一
　
　
ａ

１
　
９
・
５

積面

００１

７
０

５
０

　
の

　
も

　
い

　
難

型
み
型

　
含

　
に
整

　
型

方
方
不

型地

Ｏ０１

８
０

６
０

田
田
田

　
乾

乾
半
湿

湿乾

↓
ていつに所ケー物暗障

０３‘るみとし無は下以ｍ２道農

算加

占
…

１

　
こ

　
と

　
ご

　
加

　
増

　
％

　
１
０

　
し

　
と

下
準

以
基

％
を

９
％

皿
２
０率託受

円
に
も
な
る
。
最
低
は
配
分
金
が
零
も
あ
り
う
る
し
、
減
点
方
式
で
あ

る
か
ら
将
来
は
配
分
金
の
マ
イ
ナ
ス
す
な
わ
ち
委
託
料
拠
出
も
あ
り
得

る
わ
け
で
あ
る
。

減
点
と
は
逆
に
全
面
受
託
率
を
増
や
す
た
め
に
、
加
算
方
式
を
と
り
、

受
託
率
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を
基
底
と
し
て
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
増
す
ご
と

に
一
点
プ
ラ
ス
と
い
う
算
定
基
準
を
設
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
〇

〇
バ
ー
セ
ソ
ト
所
有
耕
地
を
委
託
す
れ
ぼ
九
点
が
加
算
さ
れ
る
。

　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
　
　
配
分
金
の
減
点
、
加
算
方
式
と
い
い
、
都
分
作
業
利
用
料
金
の

　
　
現
地
較
差
是
正
と
い
い
、
こ
の
二
つ
の
方
式
と
も
後
か
ら
発
足
し

　
　
た
第
一
組
合
の
実
施
し
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
南
営
農
組
合
で
は

　
　
一
九
七
八
年
現
在
、
全
而
委
託
農
家
で
遠
距
離
の
場
合
の
み
配
分

　
　
金
に
差
を
つ
げ
低
く
し
て
い
る
。

　
　
　
つ
い
で
南
と
比
較
し
て
第
一
組
合
の
運
営
の
特
色
は
、
生
産
調

るよ
　
整
に
か
か
わ
る
転
換
作
目
と
し
て
の
粗
飼
料
栽
培
に
対
す
る
取
組

に表準
　
み
方
の
強
さ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
組
合
は
岐
阜
県
農
業
試
験

基齪
　
　
場
の
支
援
を
受
け
一
九
七
一
年
の
九
月
か
ら
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

内部
　
牧
草
栽
培
に
着
手
し
た
。
転
換
作
目
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
ソ
を

料
　
　
主
と
し
、
ヒ
ェ
、
ロ
ー
ズ
グ
ラ
ス
、
青
刈
り
イ
ネ
等
が
試
作
さ
れ

償
　
一
９
一

　
　
た
。
こ
の
生
産
調
整
対
策
は
、
水
稲
作
中
心
の
運
営
か
ら
脱
皮
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

せ
、
機
械
、
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
の
年
問
稼
動
を
可
能
と
す
る
。

　
北
と
南
の
定
期
総
会
資
料
を
比
較
し
て
相
違
が
目
立
っ
た
の
は
、
北

の
貸
借
対
照
表
で
は
退
職
給
与
引
当
金
を
第
一
回
の
一
九
六
八
年
度
、

四
万
五
千
円
よ
り
始
め
年
々
繰
入
増
額
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
南

の
収
支
決
算
書
で
は
こ
の
項
目
が
見
当
ら
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
北
の
第
一
〇
回
総
会
資
料
で
は
、
一
七
一
万
円
を
引
当
金
に
繰
入
れ

職
員
七
人
分
の
三
割
を
配
慮
し
て
累
積
合
計
七
八
五
万
円
を
引
当
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
五
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

八
六
（
五
〇
二
）
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．
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一
Ｐ
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癖
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書
Ｈ

諮
葵
嘩
癖
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撃

一
隷
寺
垂
異
葛
謹
；
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一
１

一
憲
慧
峯
脅
蔑
叢
一

繭
葵
露
賠
静
吟

灘
慧
き
疎
賠
幣
昨

、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ

１
．
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ー
ノ

熟
葵
康
離
萬
吟

嵩
蟻
嘩
融
ｕ
二
日
－
寺

、

崔
蟻
嚥
瀞
］
ニ
ロ
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、

！

、

‘

！

淳
蕗
醇
熊
ｕ
二
口
↓
ｖ

）
凪

尊

）
濤

一

薄

濤

奇

“
で

一■

“
郵

寺

滞

藩
薄
芹
嚥
賊
静
昨
◎
斗
可

・一

耕
ｉ
Ｉ
ｌ

舳
構
１
ｌ
－

怜
　
、
■
１
１
・
１
１
ｂ
い

＼
べ

一

譜

嚇

目

器

藩
爵
芹
嚥
賊
弾
昨
ｅ
庸
隅

一

巾
～
再

－

或
一

榊

一

軸
印

［
．
１
１

－
）

繁
爵
芹
嚥
癖
簡
昨
◎
淋

－

課

三
レ
’

岬
融
簡
昨
法
皿
時
弗
可

■－

ヨ

亘
繁
薄
芹
嚥
癖
簡
昨
◎
滋

－

濤

ｗ
齢
ｄ
ｅ
浄
び
藩
鷲
寺

－

洪

一
Ｎ
一
醸
薄
芹
嚥
廠
酋
昨
◎
甫

－－一

尊（

蔓
熊
薄
芹
嚥
癖
簡
昨
ｅ
詔

ｑ
寺
淋
洋
～
ｅ
轟
錯
筆

一

漆

ぴ
。

）
淑
踊
べ
昧
ぴ
諮
ｄ
◎

之
序
渚

寺

心
）

藩
薄
吉
嚥
癖
溝
昨
◎
凶

（
嫌
灘
）

呼
糊
９
ぴ
。

き

素養

糠

青

粉

青

ｐ
露
薄
吉
嚥
癖
簡
昨
嘩
凡

岬
腋
静
堂
艸
蘭
嚥
洋
講

囮

廉

紐

“
威

令

嚇

剛
耐

一
Ｎ
露
吋
鴇
城
董
◎
朝
違
胃

）
ト
一

苓
撚
瀞
甜
呼
漁

山
川

書

皿

漆

蔓
癖
轟
↓
婁
静
欝
ｄ
浄
州

讐
〔
癖
苓
淋
舟
撃
寺
呼

凪

繭
撃
壷
融
耕
蝋

呂
庄

壷
＞
謹
議
耕
轍

享

蹄
、
一
’

ｃ
。
）

醸
薫
ま
嚥
蹄
静
昨
◎
蛙

叶
淑
譜
叫
び
斗
沸
～
叫

喜
江
ニ
ア
癖

三
レ
‘
ヨ

菌
＞
糞
油
耕

ド

べ

濤

封熟
講
壮
覇
一

濤

濤

耕

洪

精
国
警
譲
排

栽

ｐ
一
皿
時
耐
可
癖
蛸
サ
ヴ
趾

韓

畠
拍
ｓ
さ
ア
“

諜

尊

塗
頚
量
海
排

べ
皿
時
さ
〉
◎
粛
礒
必

糠
ヨ

§
鋤
隷
曽
帝
欝
イ
肝
風

蔓
巾
旺
蹄
静
巾
イ
昨
蹄
蝋

－
洋
～
静
庸
叫
ぴ
。

鴻
１

耕

§
米
ｅ
肝
蹄
謝
麟
戸
片
州

１

茸
昇
繭
沸
塗
興
智
図
串
崔
蟻

１

呼
柵
譜
叫
ぴ
。

鴫
洋
聴
遣
需

酔
弟
～
ピ
ベ

・
鮮
謙
蟷
甜
～
再

簸
爵
芹
嚥
融
簡
昨
法
皿
時
弗
可

賊
蝋
サ
ヴ
齢
ｄ
ｅ
浄
び
醸
薄
寺

淋
令
＞
け
寺
淋
洋
～
ｅ
轟
錯
筆

寺
辮
智
◎
淑
踊
＾
昧
ぴ
諮
ｄ
◎

丑
淳
如
（
嫌
灘
）
呼
糊
９
ぴ
。

一
嚢
鳥
さ
嚥
腋
静
昨
再
蘭
嚥
洋
萬

呼
薄
理
◎
ト

ｑ
汁
癖
餓
行
癖
苓
淋
舟
撃
寺
呼

涛
鐵
眺
由
淑
譜
叫
び
斗
沸
～
叫

か
。

藩
薄
芹
嚥
賊
静
昨
◎
斗
可
（
ｏ
ラ
ベ

藩
爵
芹
嚥
賊
弾
昨
ｅ
庸
浮
斗
戸
ｏ
ラ
＾

　
繁
爵
芹
嚥
癖
簡
昨
◎
功
舜
肩
癖
醸
窃
廿
蒋
～
洋
６
（
巌
浮
ぴ
。

Ｐ
一
繁
薄
芹
嚥
癖
簡
昨
◎
繁
薄
津
９
譜
離
再
賊
醸
法
蝋
＞
ピ
晦
中
叫
ぴ
。

一
Ｎ
一
醸
薄
芹
嚥
廠
酋
昨
◎
嚥
融
域
幹
踊
茸
碓
一
艸
癖
轟
サ
ワ
露
踊
叫
び
。

蔓
熊
薄
芹
嚥
癖
簡
昨
ｅ
轟
畑
戸
癖
繭
轟
迦
～
ぺ
べ
鴇
由
ピ
圧
可
叫

　
藩
薄
吉
嚥
癖
溝
昨
◎
贈
壁
万
ｏ
ラ
ベ

ｐ
一
藩
薄
吉
嚥
癖
簡
昨
嘩
｝
ｅ
癖
淋
昨
蹄
ｕ
＼
７
ロ
ー
亭
呼
図
ぴ
。

一
Ｎ
一
簿
吋
鴇
城
董
◎
朝
違
万
〆
～
山
ラ
ベ
商
嚥
呼
温
ワ
サ
戸
斗
ぴ
。

蔓
癖
轟
↓
婁
静
欝
（
浄
ぴ
茸
－
糾
斗
書
洋
茸
冴
◎
繭
津
所
眺
ｑ
ぴ
。

　
醸
薫
ま
嚥
蹄
静
昨
◎
蒔
図
｝
賊
淋
ｕ
＼
７
ロ
ー
亭
◎
鳶
壁
戸
６
？

ｐ
一
皿
時
耐
可
癖
蛸
サ
ヴ
蔚
詩
洩
甜
郎
漁
一
斗
一
小
◎
瀞
甜
冴
蝋
行
津
？

　
べ
皿
時
さ
〉
◎
粛
礒
呼
図
ぴ
。

§
鋤
隷
曽
帝
欝
イ
旺
蹄
糠
圓
サ
ツ
漁
９
汁
癖
奇
淋
呼
淑
譜
斗
ぴ
。

蔓
巾
肝
蹄
静
巾
イ
昨
蹄
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轟
ｄ
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糠
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蒔
イ
宙
戯
◎
欝
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ヒ
米
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蹄
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麟
戸
片
ぴ
茸
単
田
イ
餅
奇
洋
～
呼
土
岬
漁
ｑ
べ
餅
奇



い
る
が
、
南
営
農
組
合
も
七
七
年
度
か
ら
北
に
続
い
て
引
当
て
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
南
農
協
の
機
械
化
営
農
組
合
よ
り
五
年
後
に
発
足
し
た
市
農
協
の
第

一
営
農
組
合
へ
も
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
当
時
に
は
、
一
目
で
一
番

多
い
時
期
は
バ
ス
一
〇
台
で
五
〇
〇
名
の
見
学
者
が
あ
っ
た
。
第
一
組

合
で
は
見
学
老
の
便
宜
の
た
め
に
皆
が
一
番
知
り
た
い
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
こ
と
を
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
用
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
図

２
の
ご
と
き
『
機
械
化
営
農
組
合
の
機
構
体
系
図
と
そ
の
役
割
』
「
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

化
営
農
組
合
の
方
向
に
つ
い
て
」
と
い
う
説
明
書
で
あ
る
。

　
稲
作
の
制
限
時
代
に
入
っ
た
昨
今
で
は
、
二
～
三
人
の
見
学
者
グ
ル

（
１
２
）

ー
プ
が
多
く
な
り
、
個
人
経
営
の
拡
大
を
志
向
し
た
農
民
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

　
次
に
南
機
械
化
営
農
組
合
に
対
す
る
見
学
者
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。

高
度
成
長
の
開
花
期
で
あ
っ
た
一
九
六
三
年
の
発
足
当
時
か
ら
二
～
三

年
間
は
、
反
響
が
大
き
く
視
察
親
睦
旅
行
コ
ー
ス
に
組
み
こ
ま
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

か
年
問
見
学
者
数
は
約
十
三
万
人
に
及
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
七
〇
年
減
反
政
策
と
な
る
や
反
転
し
て
年
間
見
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

は
四
～
五
千
人
へ
と
激
減
し
た
。
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
を
兼
ね
て
”
研

修
旅
行
”
に
来
る
と
い
う
団
体
は
、
影
を
ひ
そ
め
た
。

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

（
１
）
　
『
機
械
ヒ
営
農
の
五
ケ
年
』
大
垣
南
機
械
ヒ
営
農
組
合
、
一
九
六
八

　
　
年
、
一
八
頁
。

（
２
）
　
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
３
）
　
『
機
械
ヒ
営
農
の
八
ゲ
年
』
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
、
一
九
七
一

　
　
年
、
二
三
頁
。

（
４
）
宮
崎
俊
行
『
請
負
耕
作
と
農
業
生
産
法
人
』
鳳
舎
、
一
九
六
六
年
、

　
　
四
九
頁
。

（
５
）
脱
退
し
た
一
人
で
あ
り
、
当
時
の
組
合
創
立
発
起
人
、
現
入
方
町
自

　
　
治
会
長
Ｙ
・
Ｎ
氏
の
証
言
に
よ
る
と
分
裂
の
事
情
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
「
工
場
、
会
杜
へ
専
属
に
勤
め
た
者
は
よ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
田
を
あ

　
　
ず
け
た
以
上
、
食
べ
る
米
は
、
買
わ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
一
町
歩
以
上
の
田

　
　
を
あ
ず
げ
て
い
る
人
は
、
米
を
買
え
る
が
、
配
分
金
だ
げ
で
は
米
を
買

　
　
え
た
い
人
が
で
て
き
た
。
　
『
あ
ん
た
た
ち
は
、
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
で
よ
い

　
　
た
あ
ー
』
と
い
う
声
が
聞
え
て
き
た
。
当
時
の
収
量
は
、
一
反
当
り
七

　
　
・
五
俵
あ
っ
た
か
ら
、
二
反
耕
作
す
れ
ぱ
七
～
八
人
は
充
分
食
べ
ら
れ

　
　
た
。
『
家
族
が
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
、
一
反
な
い
し
一
・
五
反
く
ら
い
、

　
　
自
分
ら
で
耕
作
さ
せ
よ
。
』
と
私
達
は
主
張
し
た
が
、
組
合
長
は
反
対

　
　
し
た
。
『
く
だ
け
る
。
』
と
。
総
会
で
組
合
長
と
議
論
し
、
身
を
ひ
い

　
　
た
。
六
人
程
が
脱
退
し
、
白
分
達
で
機
械
を
買
っ
た
。
」
当
時
の
組
合

　
　
長
は
、
七
六
年
に
亡
く
た
っ
て
い
る
。

（
６
）
組
合
発
足
後
、
三
年
に
し
て
発
起
人
同
士
が
仲
間
割
れ
し
た
事
清
に

　
　
っ
い
て
、
当
時
西
濃
農
業
改
良
普
及
所
の
農
業
専
門
技
術
員
と
し
て
功

　
　
言
に
当
っ
て
い
た
Ｍ
・
Ｍ
氏
は
、
別
の
角
度
か
ら
解
釈
す
る
。

　
　
「
対
立
は
、
二
派
に
分
れ
い
わ
ば
本
家
株
と
分
家
株
の
系
列
の
対
立
が

　
　
最
後
ま
で
尾
を
ひ
い
た
。
本
家
株
は
中
農
上
層
で
あ
り
、
中
問
派
を
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
五
〇
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

　
　
れ
て
約
三
分
の
一
の
勢
力
で
あ
っ
た
。
分
家
株
は
、
農
地
改
革
前
の
白

　
　
小
作
、
小
自
作
の
小
農
が
多
く
、
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
た
。
中
問

　
　
派
は
三
年
間
の
所
得
の
推
移
を
み
て
、
外
へ
働
き
に
出
る
利
益
の
方
を

　
　
選
択
し
、
分
家
株
小
農
派
と
提
携
を
進
め
た
。
結
果
は
分
家
株
の
リ
ー

　
　
ダ
ー
Ｔ
・
Ｎ
氏
が
組
合
を
率
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
」
。

（
７
）
　
大
垣
市
で
は
環
境
課
が
窓
口
と
な
り
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
げ
て

　
　
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
実
施
す
る
。
こ
の
運
動
は
市
連
合
自
治
会
を

　
　
通
じ
、
市
民
の
希
望
者
に
は
「
す
み
れ
」
な
ど
を
安
価
で
あ
っ
せ
ん
し
、

　
　
公
共
用
花
檀
に
も
花
を
配
布
す
る
。
こ
の
期
問
が
丁
度
農
閑
期
に
あ
た

　
　
る
の
で
営
農
組
合
の
ト
ラ
ヅ
ク
が
活
用
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
花
の

　
　
配
布
に
従
事
し
て
い
る
。

（
８
）
防
除
作
業
に
は
市
農
協
直
営
の
手
伝
い
分
も
含
ま
れ
、
表
１
３
の
七
七

　
　
年
度
防
除
（
）
内
の
一
、
○
〇
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
市
全

　
　
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
営
農
組
合
管
内
の
受
託
面
積
は

　
　
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

（
９
）
　
一
九
七
五
年
の
年
度
別
技
術
課
題
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
時
問
当
り
労

　
　
働
報
酬
は
、
イ
タ
リ
ア
ソ
七
三
〇
円
、
ロ
ー
ズ
四
八
九
円
、
ヒ
ェ
ニ
八
四

　
　
円
で
平
均
五
六
八
円
と
あ
る
。
（
第
一
機
械
化
営
農
組
合
の
内
部
資
料
）

（
１
０
）
　
一
九
七
五
年
の
試
算
に
よ
れ
ば
土
地
一
〇
ア
ー
ル
当
り
粗
収
益
の
夏

　
　
冬
割
合
は
、
夏
作
四
、
六
二
七
円
、
冬
作
二
、
〇
ニ
ハ
円
、
合
計
六
、

　
　
六
四
三
円
で
冬
の
粗
飼
料
が
水
稲
に
比
べ
約
五
割
収
益
で
は
低
く
な
っ

　
　
て
い
る
。
七
五
年
度
の
牧
草
粗
収
益
は
、
四
一
五
万
円
を
計
上
し
て
い

　
　
る
。
ま
た
休
耕
地
利
用
の
奨
励
金
は
、
耕
地
の
所
有
者
に
渡
Ｌ
、
収
穫

　
　
し
た
牧
草
は
、
組
合
の
収
入
源
と
し
て
い
る
（
第
一
機
械
化
営
農
組
合

　
　
内
部
資
料
）
。

八
八
（
五
〇
四
）

（
ｕ
）
　
一
九
七
五
年
、
先
進
的
た
西
三
河
地
区
農
業
機
械
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー

　
　
タ
ー
が
十
五
名
程
、
見
学
に
き
て
い
る
。
視
察
の
意
図
は
、
農
協
職
員

　
　
で
な
い
私
的
な
個
人
或
い
は
集
団
運
営
の
パ
イ
ロ
ヅ
ト
達
が
経
営
改
善

　
　
の
方
途
を
求
め
て
見
学
に
き
た
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
複
合
経

　
　
営
す
た
わ
ち
裏
作
の
牧
草
栽
培
見
学
も
視
察
の
目
的
で
あ
っ
た
。

（
１
２
）
最
近
県
外
か
ら
は
栃
木
、
鳥
取
、
佐
賀
た
ど
各
県
の
そ
れ
ぞ
れ
技
術

　
　
課
行
政
系
統
、
市
で
は
農
政
課
長
、
農
協
で
は
組
合
参
事
等
の
指
導
者

　
　
が
二
～
三
人
組
ん
で
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。

（
１
３
）
毎
目
乗
合
バ
ス
で
乗
り
っ
げ
多
い
日
に
は
十
三
組
、
七
〇
〇
人
が
訪

　
　
れ
た
り
し
た
。
一
組
三
〇
分
問
割
当
で
営
農
組
合
長
と
改
良
普
及
員
が

　
　
交
互
に
説
明
を
繰
り
返
し
た
。

（
１
４
）
　
七
五
年
以
降
に
な
る
と
年
問
見
学
者
は
、
二
千
人
を
割
る
よ
う
に
な

　
　
っ
た
。
見
学
者
の
変
化
は
、
四
～
五
人
の
組
が
殆
ん
ど
で
小
人
数
の
グ

　
　
ル
ー
プ
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
も
指
導
的
た
立
場
の
人
六
が
観
る
だ
け

　
　
で
た
く
経
営
実
態
を
半
目
も
か
げ
て
探
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、

　
　
し
か
も
訪
垣
が
二
～
三
回
目
と
い
う
人
六
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

四
　
農
業
生
産
組
織
の
動
向

１
　
生
産
組
織
に
委
託
す
る
階
層

　
大
垣
市
に
結
成
さ
れ
て
い
る
機
械
化
営
農
組
合
は
上
述
の
二
組
合
だ

け
で
な
く
、
表
１
６
の
こ
と
く
大
垣
市
農
業
機
械
銀
行
を
頂
点
と
し
て
全

部
で
十
四
の
営
農
組
合
が
旧
村
落
で
活
動
し
て
い
る
。
一
九
七
六
年
度
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垣
１
９

大
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政
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農

営
所

－
役

第
市

垣
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大
大

注
料

〔
資

　
〔

農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

の
協
議
会
資
料
に
よ
れ
ぼ
構
成
組
合
員
総
数
は
二
、
四
四
二
名
、

受
託
面
積
は
一
、
二
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し

こ
の
十
四
組
合
の
中
で
農
漉
に
ー
よ
る
全
面
経
営
受
託
を
組
織
的
に

実
施
し
て
い
る
の
は
、
既
述
の
二
組
合
だ
げ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
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７”幻米資〔

八
九
（
五
〇
五
）

て
こ
の
項
も
二
組
合

の
動
向
に
し
ぼ
る
こ

と
に
な
る
。

　
所
有
地
を
規
模
別

に
分
類
し
て
、
ど
の

階
層
が
ど
ん
な
割
合

で
耕
地
を
委
託
し
て

い
る
か
を
ま
と
め
た

も
の
が
表
１
７
と
表
１
８

で
あ
る
。
北
の
第
一

組
合
で
は
、
○
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の

階
層
が
委
託
者
全
体

の
七
〇
バ
ー
セ
ソ
ト

を
占
め
て
い
る
こ
と
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●
　
■

位
蝉成構家農率託委ｕ易模規地有所合組農営南

１
８表

比
１
■
６

６

３

８

９

３

０

８
一

７
一

〇
一

５
一
－
一

〇
一
〇

一

成構

２
　
１
　
１
　
２
１

１

１
計

９

２

９

７

６

３
１
６

１
０

５
４
３
４
３

ｏ
・
】
２

〇
一
〇

合

１

１
％

８

３

８２
１

７

１
１
９

１
９

～
ｏ
ｏ

り
４
　
２

７

０
１
１
９
１

４
一
３

％２
１

３

７

５

３

ｉ

１
０

１
３

～
９
０

３

０
７
－

３
一
１

劣

５

８

６

５

２

－

■
６

■
５

～
７
０

２

０
５
１

１
１

％

５

８４
１

８
１

８

１
１
４

１
９

～
５
０

５

０
２
１

３
一
２

満

９
一
４
７
１
６
１

７
３

４

％
未

０
２
１

６
１

率託

満
ぬ
ｂ
ぬ
脆
肪

計

比

委

未
ｊ
１
７
１
０
巧
ｎ
一

ａ
ｈ

（
）
　
０
１
～

１
～

２

ｕ
易

～～
５

～
５

成

３

３

７
１
　
０

模〇
一

〇
一

〇
一

〇
一
－
一

合

１

構

観

◎るよに」表覧’者託受「と」表計集地作耕地有所「在現日－月８年
７
７

１
９〕料資〔

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
所
有
者
で
委
託
し
て
い
る
農
家
は
三
九
戸
あ
り
、

全
体
の
十
七
バ
ー
セ
ソ
ト
を
こ
え
る
。
な
お
、

預
っ
て
い
る
ヶ
－
ス
の
中
に
は
、
全
面
受
託
耕
地
に
隣
接
し
た
点
在
耕

地
を
農
民
か
ら
依
頼
さ
れ
、
機
械
ヒ
耕
作
の
便
宜
上
、

が
わ
か
る
。
そ
し
て
小

農
経
営
ほ
ど
全
面
委
託

の
割
合
が
多
く
、
そ
の

過
半
数
が
一
〇
〇
バ
ー

セ
ソ
ト
に
ち
か
い
委
託

率
を
示
し
て
い
る
。
十

五
年
の
歴
史
を
も
つ
南

営
農
組
合
で
は
、
表
２
０

の
ご
と
く
○
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
の
階
層
よ

り
、
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
階
層
の
方
が

よ
り
多
く
委
託
し
、
全

体
の
五
五
パ
ー
セ
ソ
ト

強
を
占
め
て
い
る
。
一

両
組
合
と
も
小
面
積
を

　
　
　
組
合
が
引
き
受

九
〇
（
五
〇
六
）

げ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
大
垣
に
お
け
る
農
業
生
産
組
織
の
存
続
条
件
と
な
る
委
託

農
家
の
増
大
煩
向
は
、
生
産
調
整
が
始
っ
て
以
来
小
農
に
限
ら
ず
大
農

に
も
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
２
　
生
産
組
織
に
関
す
る
農
家
の
意
向

　
一
九
七
六
年
八
月
一
日
現
在
で
大
垣
市
が
実
施
し
た
農
家
意
向
調
査

に
よ
れ
ば
図
３
の
１
の
ご
と
く
「
経
営
規
模
を
縮
小
し
た
り
、
農
業
経

営
を
や
め
た
い
」
が
総
数
四
、
六
五
五
戸
の
八
・
五
パ
ー
セ
ソ
ト
に
あ

た
る
三
九
五
戸
あ
っ
た
。
図
３
１
３
の
ご
と
く
「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」

農
家
総
数
一
八
六
戸
で
は
、
　
「
委
託
に
出
す
」
と
「
貸
し
付
げ
て
も
よ

い
」
が
あ
わ
せ
て
一
四
二
戸
（
七
五
・
八
バ
ー
セ
ソ
ト
）
と
大
多
数
が
経
営

受
託
を
希
望
し
て
い
る
。
ま
た
図
３
－
４
の
ご
と
く
「
農
業
を
や
め
た

い
」
意
向
の
農
家
総
数
二
〇
九
戸
で
は
、
　
「
全
部
請
負
に
出
す
」
が
五

三
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
の
一
二
一
戸
で
大
半
を
占
め
、
　
「
全
部
売
る
」
が

二
二
・
四
バ
ー
セ
ソ
ト
の
二
八
戸
「
一
部
売
り
、
残
り
は
あ
ず
け
る
」

が
一
四
・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
の
二
九
戸
を
占
め
て
い
る
。
図
３
１
３
と
図

３
１
４
で
農
地
を
預
け
た
い
農
家
総
数
は
大
垣
市
で
二
八
二
戸
あ
り
今

後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。



農
家
意
向
調
査
の
意
見

　
）
　
地

　
農
　
（

　
法

果
方

結
の

査
大

調
淋

向
↓

意
邸

家
＜

農るげおに市
方

垣
え

大
考
　
の

　
模
３
規

図
営

　
耀

　
イ
　
３

　
図

　
＜

）地農（法方の止廃
４
〉ポ図＜）地農（法方の小

／

縮

３
＞

３
一図く

ナ
％

仙
一
出
北

土
〕
こ
つ
ｏ

…
＾
‘
「
ｏ

全

　
％

る
４

売
１
３

↓
廿

全

茨
戸
妻
９

総
０

２

　
％
　
４
　
４

り　
ユ

売
　
る

盾
よ
・
丁

並
口
ｏ
〇

一
り
ず

残
あ

答回無

す出に託委

％Ｊ
５
９

％ぷ
１
８

いたし口去
』
こ

Ｅ
ブ

％
１
２

１
０

女
戸
萎
６

総
８

１

％
　
　
％

答
』
　
る
１
１

回
皿
　
け
１
６

無
　
　
付

　
　
　
賀

○

頁
２
０

～
１
９年

７
７

１
９」針指の業農市垣大『〕料資〔

を
集
約
し
て
み
る
と
、
営

農
指
導
関
係
の
要
望
で
は

「
受
委
託
制
度
を
公
的
機

関
で
普
及
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

農
家
の
希
望
し
て
い
る
よ

う
な
農
地
を
委
託
し
た
い

「
公
的
機
関
」
と
は
「
農

協
」
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
結
果
経
営

の
拡
大
縮
小
に
対
し
て
は
、

農
家
は
安
心
し
て
農
地
の

受
託
委
託
が
で
き
る
公
的

な
生
産
組
織
を
各
所
に
希

望
し
て
い
る
点
が
特
記
す

べ
き
で
あ
る
。

農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

九
一
（
五
〇
七
）
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３
農
業
生
産
組
織
の
構
成

　
農
協
と
直
結
し
た
生
産
組
織
で
あ
る
両
組
合
の
構
成
を
表
１
９
と
表
２
０

　
剛
他
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
組
合
の
企
画
運
営
室
長

　
レ
，

　
ノ

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
・
Ｈ
氏
は
、
部
落
の
自
治
会

　
ア

　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
兼
土
地
改
良
組
合
長
で
も
あ

　
位．

悼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
過
去
に
自
動
車
解
体
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
自
営
し
て
い
た
経
験
を
も
生
か

要
　
　
　
　
　
　
　
　
制
　
　
　
　
　
、
一

　
概
５
１
し
計
数
に
明
る
し
表
１
９
の

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
員
岬
「
そ
の
他
の
手
当
」
に
は
、
超

　
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
構
蝸
勤
・
技
能
・
作
業
・
職
務
．
家

　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
組
倒
族
・
超
過
・
危
険
と
各
種
手
当

　
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
営
私
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
手

　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
第
月
当
も
能
率
給
と
し
て
精
度
を
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
１
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑
め
、
や
り
が
い
の
あ
る
よ
う
単

　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
位
面
積
当
り
の
作
業
基
準
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
償
ぱ
ノ
ル
マ
を
勘
考
し
た
Ｈ
・
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
の
方
策
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

他
当
の
そ
手

６
０
５
０
４
０
４
０
３
０
２
０
１
０

俸
年

７
０
６
０
１
６
０
０
８
０
０
０
７
０
り
山
　
２
　
２
　
２
　
１
↓
　
１
　
１

分
託
委

５
２
２
０
８
一
７
一
一

計 ９
６
０
５
５
３
６
０
４
５
０
１
２
９
　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

他
畑

２
０
１
０
一
一
一
３
１
０

田
水

７
６
９
５
５
３
６
０
４
５
９
８
１
９

担
分
務
任誰

篇
鰐
繍
企
営
栽
機
栽
機
栽
庶

柄
続

男
男
男
男
男
男
婦
長
次
次
長
長
長
主

令
年

４
０
３
９
２
７
２
６
２
３
１
９
３
６

名
代

Ｈ
Ｋ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
Ｙ
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
Ｈ
Ｈ
Ｔ
Ｙ
Ｔ
Ｙ
Ｈ

九
二
（
五
〇
八
）

）円千ルーア

■
　
●

位単（要概の員成構合組農営南
２
０表 俸

年

０
０
３
５
８
９
０
２
４
１
３
６
９
３
７
２
６
５
７
ー
ユ
ユ
ノ
４
■
川
”
ｊ
』
■
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１

金
分
配

８
６
５
９
７
６
８
８
一
一
一
一
一
２
２
ｎ
Ｚ
　
２
一
　
１
１

分
託
委

計３
５
１
８
９
０
８
７
７
０
６
０
０
０
３
５
２
５
９
２
１
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
１
一
　
１
　
１

畑

５
一
３
７
１
０
１
０
一
５
５
２

田
水

３
０
１
８
８
７
８
０
６
０
５
０
０
０
３
０
２
０
９
０
１
↓
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
↓
　
１
　
１
↓

担
分
務
任

長
事
者
者
者
一
一
一
一
計
織
灘
三
む
総
理
水
機
園
オ
オ
オ
オ
庶

柄
続

主
主
主
男
男
男
男
男
男
婦
帯
帯
帯
世
世
世
長
長
長
長
次
長
主

令
年

５
０
７
５
４
３
２
９
２
６
２
９
２
２
１
９
１
９
３
３

名
氏

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ｋ
Ｔ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
Ｔ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｔ
Ｈ
Ｓ

　
て
構
成
員
の
給
与
支

　
出
は
農
協
へ
報
告
し
、

　
必
要
な
資
金
は
農
協

　
か
ら
借
入
れ
、
経
費

　
先
取
方
式
を
と
っ
て

　
い
る
。

　
　
表
１
９
の
委
託
分
で

。
み
て
も
わ
か
る
と
お

分判
り
構
成
員
自
身
は
誰

５
２肺

　
一
人
、
組
合
へ
一
〇

（７
年
○
。
へ
ー
セ
ソ
ト
の
耕

９
７削

地
を
委
託
し
て
い
な

俸年
い
。
例
え
ば
Ｈ
・
Ｈ

在現
室
長
の
場
合
は
、
五

８
目朋

ニ
ア
ー
ル
と
約
半
分

１８
年
を
預
け
、
残
り
半
分

９
７１　

は
「
じ
い
ち
ゃ
ん
・

糊
資
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
が
昔
の

〔
　
古
い
機
械
を
つ
か
っ



て
レ
ジ
ャ
ー
用
と
健
康
法
に
百
姓
を
し
て
い
る
。
」
と
い
う
説
明
に
な

る
。　

総
じ
て
第
一
組
合
の
組
織
構
成
員
は
二
〇
～
三
〇
歳
代
が
中
心
と
な

っ
て
お
り
、
栽
培
、
機
械
の
両
主
任
は
次
男
で
あ
り
、
小
規
模
経
営
の

子
弟
が
多
い
。
た
だ
し
中
に
は
、
一
九
歳
の
Ｙ
・
Ｓ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

よ
う
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
農
家
の
後
継
者
も
い
る
。

　
表
２
０
の
南
営
農
組
合
の
組
織
構
成
員
は
、
戸
主
、
長
男
を
主
体
と
し

て
お
り
第
一
と
比
較
し
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家
出
身
者
が
多
い
。
し

か
も
地
元
入
方
町
出
身
の
構
成
員
は
、
三
名
と
も
全
員
所
有
耕
地
の
一

〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を
組
合
へ
委
託
し
て
い
る
。

　
組
合
長
の
Ｔ
・
Ｎ
氏
は
、
農
協
の
理
事
を
兼
ね
、
部
落
の
農
事
改
良

組
合
長
の
経
験
老
で
あ
る
。
長
男
は
大
垣
市
農
協
に
七
七
年
就
職
し
、

次
男
は
当
組
合
最
年
少
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
Ｔ
・
Ｎ
氏
で
あ
る
。
組
合
長

の
Ｔ
．
Ｎ
氏
は
妻
を
亡
く
し
た
が
、
八
三
歳
の
母
親
が
健
在
で
あ
る
。

　
組
合
長
と
同
じ
く
十
五
年
勤
続
の
Ｒ
・
Ｎ
氏
は
、
七
八
年
三
月
七
五

歳
で
死
亡
し
た
。
亡
く
な
っ
た
Ｒ
・
Ｎ
氏
の
長
男
は
、
恒
常
的
勤
務
に

つ
い
て
お
り
、
一
一
八
ア
ー
ル
の
耕
地
を
預
け
て
、
長
男
の
妻
は
営
農

組
合
の
補
助
員
と
し
て
年
問
を
通
じ
農
作
業
に
就
い
て
い
る
。
表
２
０
の

三
人
目
、
水
稲
責
任
者
の
Ｙ
・
Ｎ
氏
も
十
五
年
勤
続
で
あ
り
、
部
落
で

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

は
入
方
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
長
を
っ
と
め
て
い
る
。
同
氏
の
父
親
は
民
生

委
員
と
老
人
会
の
役
員
で
あ
り
、
妻
は
会
杜
勤
め
を
し
て
い
る
。
隣
部
－

落
出
身
の
四
人
目
、
機
械
責
任
者
Ｓ
．
Ｏ
氏
は
、
母
一
人
子
一
人
の
家

族
で
あ
り
、
五
〇
歳
に
な
る
母
親
が
組
合
へ
委
託
に
出
し
た
残
り
半
分

の
四
七
ア
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
る
。
Ｓ
・
Ｏ
氏
の
母
は
、
毎
月
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
岐
阜
市
お
よ
び
大
垣
市
の
競
輸
場
用
員
と
し
て
勤
め
て

い
る
。
次
の
Ｈ
．
Ｙ
氏
も
父
母
、
自
分
と
三
人
家
族
の
一
人
息
子
で
あ

り
、
母
は
自
宅
で
美
津
濃
（
ス
ポ
ー
ツ
用
品
製
造
）
の
下
請
作
業
を
し
て
い

る
。　

構
成
員
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
初
は
地
元
の
専
業
農
家
出
身

者
だ
げ
が
”
基
幹
員
〃
で
あ
っ
た
の
が
、
七
八
年
現
在
で
は
隣
り
の
郡

の
養
老
町
か
ら
三
人
、
同
市
内
綾
野
町
か
ら
一
人
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
る
。

　
発
足
当
初
は
、
実
験
集
落
の
関
係
で
機
械
員
は
地
元
か
ら
供
給
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
人
材
を
農
業
高
校
に
依
頼
す
る
に
当
り
、
農
協
の
職

員
と
し
て
採
用
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
機
械
化
組
合
へ
出
向
体
制

を
と
る
建
前
か
ら
青
年
の
応
募
者
が
集
っ
た
と
い
う
利
点
は
、
否
定
で

き
な
い
。
な
お
こ
の
表
２
０
の
メ
ソ
バ
ー
以
外
に
１
組
合
設
立
発
起
人
で
あ

っ
て
一
時
離
脱
し
た
が
再
参
加
し
、
当
営
農
組
合
理
事
で
も
あ
る
Ｍ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
五
〇
九
）
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所

　
務

　
事

　
時

　
３

　
後

画
午

計

業
２
８

作
Ｌ

の
搬

中
Ｓ

月２会修研例月月１３料資

）木（目
２
３

　
）
　
　
　
則

　
明
　
　
　
２

　
　
　
　
　
（

　
目

　
２
０
　
　
　
　
目
両

　
　
　
　
　
２
５
万

　
）
　
　
　
　
）
は

　
休
　
）
　
回
子

　
日
　
　
屋
旬
－
種

　
１
６
台
土
下
（
で
　
ス
　
　
　
ク
　
　
円
円
円

　
　
２
・
月
日
本
　
タ
　
　
　
ツ
ａ
　
万
万
万

２
、
貰
レ
　
意
畿
ｍ

　
目
ダ
，
台
２
万
　
ソ
　
　
を
７

　
１
３
　
，
正
２
　
　
ー
　
　
ラ
　
　
　
　
場
の
　
　
植
植
植

　
　
、
名
－
定
－
〃
陶
棚
鮒
纏
嫉

汐
絃
鮒
猟
碍
讐

蘇
嵩
一
一
訟
一
苛

程
　
　
搬
育
移
部
）
起
勇
地
に
目
機

舶
榊
附
焔
艘
傲
〃
栓
舶
麟
ギ
賂
離
刈
蹄

運
目
時
　
子
準
目
末
（
土
ツ
備
（
目
　
↓

花
２
８
者
種
苗
－
始
料
砕
サ
整
圃
ｕ
　
他

草
月
目
転
霜
ス
月
ラ
肥
代
，
場
耕
月
　
の

市
２
毎
運
初
ナ
３
ワ
麦
苗
梅
圃
休
２
　
そ

Ｌ

２
．
３
・

４
一
５
・
　
６
一
７
一
８
９
．
０
・

　
　
　
　
　
　
　
１

ｕ

○

料資布配」会修研例朋合組農営化械機南垣大〕料資〔

Ｈ
氏
が
構
成
員
と
と
も
に
活
躍
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
南
農
協
管
内
の

農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
利
用
権
取
得
者
五
名
分
を
Ｍ
．
Ｈ
氏
が
代
表

し
た
彬
式
で
組
合
の
受
託
耕
地
を
増
や
し
、
育
苗
セ
ソ
タ
ー
を
設
置
し
、

ハ
ゥ
ス
を
建
て
、
コ
ソ
バ
イ
ソ
、

　
　
　
（
１
）

る
訳
で
あ
る
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
更
新
し
た
り
し
て
い

　
資
料
３
の
「
２
月
の
作
業
計
画
」
は
、
一
九
七
八
年
一
月
末
の
月
例
研

修
会
で
組
合
長
よ
り
構
成
員
十
名
に
配
布
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
表
中

の
左
か
ら
右
へ
の
矢
印
先
の
説
明
は
、
実
際
に
皆
が
話
し
あ
っ
て
決
め

た
事
項
で
あ
る
。
・
田
植
機
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
み
ん
た
で
実
物
を
み

て
機
種
を
決
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
前
掲
し
た
資
料
２
の
「
月

別
作
業
状
況
」
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
資
料
３
「
２
月
中
の
作
業
計
画
」

は
組
合
全
体
の
目
標
と
各
個
人
の
任
務
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
市
農
政
課
で
は
「
リ
ー
ダ
ー
に
人
を
得
る
こ
と

が
組
合
存
続
の
条
件
で
あ
る
」
と
組
合
長
を
評
価
し
て
い
る
。
と
も
か

く
こ
の
農
業
生
産
組
織
は
、
「
家
父
長
制
」
「
隣
百
姓
」
と
は
縁
が
無
く
、

青
年
が
六
人
も
参
加
し
て
計
画
を
も
と
に
集
団
討
議
で
運
営
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
組
合
の
青
年
達
は
忙
し
い
時
の
方
が
元
気
で
あ
る
。
以
前
、

一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
暗
く
な
る
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
減
反
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
労
働
時
問
の
観
念
が
一
層
強
く
た
り
、
終
業
を



時
間
励
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
曜
、
祭
日
も
キ
チ
ソ
と
休
む
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
は
、
ナ
イ
タ
ー
農
業
で
も
、
目
曜
百
姓
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
生
産
組
織
の
両
組
合
と
も
構
成
員
１
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
補
充

に
は
、
こ
と
か
か
な
い
。
県
立
農
業
高
校
や
県
立
農
業
大
学
校
の
卒
業

生
が
、
農
協
と
同
列
の
営
農
組
合
へ
応
募
し
て
く
れ
る
こ
と
は
試
験
済

み
で
あ
る
。
農
業
に
専
業
す
る
営
農
組
合
の
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
は
、
農
協

の
職
員
と
な
っ
て
組
織
労
働
者
に
転
化
し
た
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
農
協
は
公
的
資
金
を
活
用
し
生
産
組
織
に
代
っ
て
農
業
機
械
を
保
障

し
て
き
た
が
、
十
五
年
た
て
ぱ
、
償
却
し
た
機
械
の
損
料
は
零
と
な
る
。

　
　
　
（
３
）

ト
ラ
ッ
ク
も
含
め
て
機
械
は
営
農
組
合
所
有
に
代
っ
て
き
た
。
何
れ
に
。

し
て
も
、
農
協
で
の
購
入
は
、
営
農
組
合
で
の
購
入
と
同
一
な
の
で
あ

る
。　

（
１
）
　
「
ま
た
受
託
能
力
を
上
回
る
委
託
希
望
が
あ
っ
た
た
め
、
五
〇
年
か

　
　
　
ら
は
従
来
の
受
託
地
域
を
二
分
し
、
同
組
合
は
そ
の
半
分
に
つ
い
て
作

　
　
　
業
を
受
託
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
の
半
分
は
農
用
地
利
用
増
進
事
業
で

　
　
　
他
の
農
家
が
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
」
。
（
東
海
農
政
局
「
昭
和
五
一
年

　
　
　
度
東
海
農
業
情
勢
報
告
」
一
九
七
七
年
、
二
一
九
頁
）
。

　
（
２
）
機
械
購
入
費
の
八
○
パ
ー
セ
ソ
ト
は
、
企
業
化
資
金
（
低
利
四
、
一

　
　
　
パ
ー
セ
ソ
ト
）
を
利
用
す
る
。
残
り
二
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
が
農
協
資
金
で

　
　
　
あ
り
、
二
年
据
置
、
五
年
均
等
償
還
で
あ
る
（
農
協
調
べ
）
。

　
（
３
）
当
初
か
ら
「
白
動
車
の
部
」
は
営
農
組
合
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
ト

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
　
　
　
ヨ
ダ
・
ダ
イ
ナ
ｉ
の
四
輸
車
四
台
、
エ
ル
フ
・
ダ
ソ
プ
自
動
車
一
台
、

　
　
　
　
プ
ツ
ダ
の
軽
四
輪
車
三
台
、
ト
ヨ
タ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
二
六
人
乗
）

　
　
　
　
一
台
等
が
発
足
八
年
目
で
組
合
所
有
と
な
っ
て
い
る
（
「
機
械
ヒ
営
農

　
　
　
　
の
８
ケ
年
」
９
頁
）
。

　
　
　
４
集
落
内
農
家
と
組
合
と
の
相
互
関
係

　
農
業
生
産
組
織
と
し
て
の
営
農
組
合
の
動
向
を
知
る
た
め
に
は
、
組

合
の
発
祥
地
で
あ
り
根
拠
地
で
あ
る
入
方
町
集
落
内
農
家
の
現
況
を
調

べ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
「
農
家
が
ど
う
い
う
事
情
で
ど

れ
だ
け
組
合
へ
委
託
し
て
い
る
の
か
」
或
い
は
「
今
後
も
委
託
せ
ず
に

済
む
の
か
ど
う
か
」
と
い
う
相
互
依
存
関
係
を
表
２
１
「
入
方
町
集
落
の

調
査
結
果
概
況
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
入
方
町
集
落
二
六
戸
の
う
ち
、
所
有
地
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
委
託
し
て

い
る
農
家
は
、
一
八
戸
で
集
落
全
体
の
約
七
割
に
当
る
。
集
落
内
委
託

面
積
の
総
計
、
一
〇
・
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
水
田
面
積
全
体
一
六
・

七
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
六
割
強
に
－
当
る
。
二
戸
平
均
の
委
託
面
積
は
、
○

・
五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

　
表
２
１
に
よ
れ
ぼ
、
二
六
戸
の
う
ち
の
五
戸
、
六
人
が
営
農
組
合
の
基

幹
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
。
六
人
の
う
ち
三
人
は
、
前
述
の
「
生
産
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

織
の
構
成
」
で
明
ら
か
に
し
た
。
残
り
の
三
人
は
、
営
農
組
合
の
常
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
五
一
一
）
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況概果結査調の落集町方入
２
１表

率
託
％委

託
ぬ

　
積

委
面

有
計

所
地

）
ａ

¢畑）
ａ

¢田

外
業

農
専

業
業

農
専力働労

族
員

家
人

家
号

農
番

０

０
一

０１

０

０
一

０１

４

７
一

９

４

８
一

８

阯０

０
一

０１

５

１
一

４

０

０
一

０１

０

０
一

０１

０

０
一

０１

０

０
一

０１

８

４
・

９

０

０
一

０１

０

０
一

０１

８

０
一

７

０

０
一

０１

０

０
一

０１

０

０
一

０１

８
■

Ｆ
ｏ

９

０

７
一

７

１

４
一

６７１

８

２
・

９

９３

０
一

０７

０
一

４７

０
一

５４

０
一

１０

０
一

８８

０
。

５３

０
一

８３０

８１

１
一

７１

１
一

３５

０
・

２８

０
一

７１Ｌ

４０

０
・

２７

０
一

２０

０
一

７３
■

０

２１

０
一

２１

０
一

０１

０
一

６２

０
一

１

４５

０
一

ａｈ
９

　
３

　
０
一

５７

０
一

６７

０
一

４０

０
一

３６

０
一

４３
●

１

５１

０
．

１８

０
一

８８

０
一

７８０

４０

１
一

６１

１
一

８３

０
一

８１

１
一

７１Ｌ

６５

０
一

０９

０
一

５２
●

１

７１Ｌ

４０

０
一

２０

１
一

２０

０
一

９３

０
・

２１

０
・

３１

０
一

４１

０
．

９２

７
一

１

７６

０
一

２０

０
一

０１

０
・

２１

０
一
　
一

３０

０
・

３０

０
一

２０

０
一

３０
０
一

２０

０
一

３０

０
一

３０
■

Ｏ

４０

０
一

３０

０
一

３０

０
一

２０

０
一

２０

０
一

７５

０
一

２２０

０
一

７３

０
一

５６
０
・

６７

０
一

４０

０
一

５
１

０
一

４３Ｌ

５１

０
一

８７

０
一

５８

０
一

５８

０
一

１０

１
一

４１
●

１

８３

０
一

、
ｏ
０

１

１
一

７
１

１

１
一

３５

０
一

７８

０
一

１２

１
一

４１

１
一

１０

０
一

２０Ｌ

２０

０
一

７３

０
一

２１

０
一

３１

０
一

２１
●

０

２７

６
一

１

４６

０
一

２
　
　
３

１
・
一
　
〇

１
↓
　
　
１
↓

２
　
　
１

ｎ
Ｚ
　
　
１
↓

１
↓
　
ｎ
６

ｏ
０
　
　
１
・
一

１
・
一
　
ｎ
Ｚ

Ｌ
ｎ
Ｚ
　
１
・
一

ｎ
６
　
　
ｎ
６

ｎ
Ｚ
　
　
１
↓

２
　
　
１

１

３
９

０５
■

１

Ｏ
　
　
（
）

）Ｇ※
０
　
　
０

２
　
　
（
）

０
　
　
０

Ｏ
　
　
ｎ
ｖ

（
）
　
　
０

）Ｇ※

）Ｇ※

Ｏ

）１（
２

）２（ ０
　
　
０

０
　
　
０

（
Ｕ
　
　
０

０

１
０

８３

０
一

人２　
　
４

４
　
１
↓

ｏ
Ｕ
　
３

２
　
４

一
ｂ
　
　
ｎ
ｏ

４
　
　
４

一
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ｎ
Ｏ

２
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３
　
　
４

ｏ
，
Ｕ
　
４

４
　
４

３
　
４

２
　
　
２

８
６

０３３

人ＦＯ
　
　
（
Ｏ

’
０
　
　
１
↓

’
Ｏ
　
　
ｎ
Ｏ

４
　
４

７
　
４

４
　
　
（
ｏ

５
　
　
４

４
　
　
（
ｏ

一
Ｌ
Ｏ
　
　
Ｆ
０

４
　
　
７

４
　
５

一
Ｌ
リ
　
　
（
Ｏ

４
　
　
５

５２１

１８

４
一

’
上
　
　
２

３
　
４

Ｅ
Ｕ
　
　
”
０

７
・
　
ｏ
Ｏ

９

１
０

ｕ
１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６
計
均

　
総
平

人
。

婦
月

傭
８

常
年

合
７
８

組
１
９

農
は

営
査，

調

は
　
。

内
る

）
よ

　
に

（
所

※
支。

島

員
芸

職
多

合
」

組
表

農
計

営
集，

地

は
有

内
所

）
家

　
農

（
「
１

〕
　
〕

注
料

〔
資

　
〔

（
五
一
二
）

　
　
　
　
（
２
）

婦
人
で
あ
る
。
三
人
の
婦
人
は

年
問
を
通
じ
組
合
の
補
助
員
と

し
て
農
作
業
に
。
従
事
し
、
生
産

組
織
を
支
持
し
て
い
る
。

　
す
で
に
十
五
年
問
に
わ
た
っ

て
耕
地
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ソ
ト

委
託
し
て
い
る
農
家
は
、
農
業

機
械
の
自
家
所
有
も
た
く
、
ま

た
働
げ
る
家
族
全
員
が
恒
常
的

勤
務
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
今

後
と
も
引
続
き
組
合
に
。
耕
地
を

委
託
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

一
３
～う

　
次
に
全
耕
地
を
預
げ
ず
、
一

部
を
委
託
し
て
い
る
農
家
の
動

向
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

も
全
部
は
負
担
だ
か
ら
飯
米
用

の
耕
地
だ
げ
自
営
し
て
他
を
預

け
て
い
る
ヶ
ー
ス
が
多
く
、
戸



主
の
老
令
化
に
と
も
な
い
、
後
継
者
は
未
経
験
者
で
あ
る
の
で
恐
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

近
い
将
来
全
部
の
耕
地
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
十
二
年
前
に
。
組
合
を
脱
退
し
た
七
戸
の
農
家
の
現
況
と
動

向
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
七
戸
の
う
ち
二
戸
は
、
一
度
脱
退
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ま
た
組
合
へ
再
加
入
し
て
い
る
。
残
る
五
戸
の
う
ち
四
戸
ま
で
が
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
で
あ
り
、
機
械
を
更
新
し
て
い
る
の
で
耕
地
を

預
け
る
と
し
て
も
遠
い
将
来
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
農
家
で
「
食
べ
る
く
ら
い
だ
け
耕
す
」
と
し
て
も
、
　
「
い
ず
れ
預
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
日
が
く
る
」
と
予
想
さ
れ
る
。

　
多
勢
の
組
合
員
の
中
に
は
、
　
「
も
っ
と
配
分
金
を
多
く
し
て
ほ
し

い
。
」
と
い
う
要
望
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
　
ま
た
「
配
分
金

は
毎
年
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の
収
量
に
従
っ
て
増
滅
す
る
性
格
を
も
っ

て
い
る
た
め
、
不
安
定
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
委
託
側
か
ら
一
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

地
代
を
望
む
声
も
一
部
に
出
て
い
る
。
」
と
い
う
事
実
も
あ
ろ
う
。
　
し

か
し
「
田
を
預
げ
て
い
る
人
々
の
本
音
は
”
お
か
げ
で
助
か
っ
て
い

る
。
〃
そ
し
て
”
絶
対
っ
ぶ
れ
な
い
〃
と
い
う
安
心
で
し
よ
う
。
」
と
入

方
町
の
主
婦
は
打
ち
明
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
表
２
２
の
職
業
内
容
別
委
託
率
農
家
構
成
で
は
、
老
人
婦
人
世
帯
の
過

半
数
が
所
有
地
を
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
ち
か
く
委
託
し
、
続
い
て
役
場

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

）％戸

●
　
■

位単（成構家農率託委ｕ易容内業職の員合組農営南
２
２表 比

成
構

５
　
９
　
３
　
７
　
８
　
８
泌
肌
ｎ
ｕ
６
・
６
．

○
岨
１

一

計
合

８
１
５
７
４
８
２
９
１
７
１
７

４
９
２

Ｏ
ｏ
０
１

３
８
２
６
２
５
９
６
５

０
９
１

７
４
３

１
２
６
２
６
１
１

２
８

２
ｎ

４
　
４
　
６
　
４
　
２
　
３

２
３

３
９

１
４
１
７
１
０
６
２
５

５
４

７
２
１

％
満
２
０
未

１
３
４
５
４
６
３

３
５

１
皿

率
託
委

業
職

務
等
主
業
事
他
坤
一
の
会
役
老
自
土
そ

計
合

比
成
構

」表覧者託受「と」表計集地作耕地有所家農「在現日－月８年

７
７
る

１
９
よ

　
に料資〔

や
郵
便
局
、
農
協
、
教

員
等
の
公
務
員
が
比
較

的
高
い
委
託
率
で
組
合

に
依
存
し
て
い
る
こ
と

が
分
る
。

　
（
１
）
　
表
２
１
の
農
家
番

　
　
　
号
１
７
番
が
水
稲
責

　
　
　
任
者
、
１
９
番
が
現

　
　
　
営
農
組
合
長
で
あ

　
　
　
る
。

　
（
２
）
　
１
４
番
が
概
述
の

　
　
　
亡
き
組
合
理
事
Ｒ

　
　
　
・
Ｎ
家
で
あ
る
が
、

Ｒ
・
Ｎ
氏
の
嫁
と
、

太
平
洋
工
業
に
勤

め
て
い
る
１
５
番
農

家
の
妻
と
、
建
築

に
た
ず
さ
わ
っ
て

　
　
い
る
３
番
農
家
の
妻
の
計
三
人
が
年
問
を
通
じ
資
料
２
の
月
別
作
業
に

　
従
事
し
て
い
る
。
補
助
員
の
給
与
は
、
七
七
年
度
で
一
目
、
三
五
〇
〇

　
円
、
田
植
労
賃
は
五
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

（
３
）
　
一
級
建
築
士
事
務
所
を
経
営
し
て
い
る
１
番
農
家
、
戸
主
は
農
協
、

　
後
継
者
も
市
役
所
へ
勤
め
て
い
る
２
番
農
家
、
同
じ
く
息
子
も
養
子
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
五
二
二
）



（
４
）

（
５
）

（
６
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

教
員
で
世
帯
主
は
和
裁
の
師
匠
を
し
て
い
る
１
６
番
農
家
、
当
主
は
農
協

を
定
年
退
職
し
養
子
も
勤
め
に
出
て
い
る
２
４
番
農
家
、
組
合
が
で
き
る

前
は
隣
部
落
の
農
家
に
預
げ
て
い
て
、
塾
を
経
営
し
て
い
る
２
６
番
農
家

等
六
が
、
引
き
続
き
組
合
へ
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
委
託
を
必
要
と
す
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
後
継
者
が
関
が
原
に
勤
め
、
当
主
は
定
年
退
職
し
た
が
一
部
を
耕
作

し
て
い
る
５
番
農
家
、
老
父
と
主
人
が
亡
く
衣
り
、
養
子
も
娘
も
ヤ
ナ

ゲ
ソ
百
貨
店
に
勤
め
て
い
る
１
０
番
農
家
、
夫
婦
と
も
年
を
と
り
娘
は
電

話
局
、
養
子
も
勤
め
て
い
る
た
め
三
分
の
二
近
く
を
預
げ
て
い
る
２
１
番

農
家
な
ど
は
近
い
将
釆
、
全
部
の
耕
地
を
委
託
す
る
ヶ
－
ス
で
あ
ろ
う
。

　
一
度
脱
退
し
た
が
、
三
年
ほ
ど
お
い
て
再
加
入
し
た
２
３
番
農
家
の
場

合
は
、
耕
作
に
従
事
し
て
い
た
父
が
亡
く
な
り
、
母
は
病
弱
で
当
主
は

大
平
洋
工
業
Ｋ
Ｋ
に
勤
務
し
、
妻
は
内
職
で
ミ
シ
ソ
作
業
の
た
め
全
耕

地
を
再
び
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
委
託
し
て
い
る
。

　
一
〇
四
ア
ー
ル
の
耕
地
を
所
有
す
る
当
主
は
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、

妻
は
「
月
の
友
」
の
販
売
に
従
事
し
て
い
る
ｕ
番
農
家
の
場
合
は
、
母

が
在
宅
し
、
息
子
が
二
人
と
も
勤
め
に
出
て
い
る
が
農
繁
期
に
は
夫
婦

と
も
力
を
揚
せ
て
い
る
の
で
当
面
耕
地
を
預
げ
る
必
要
は
な
い
。
ｕ
番

農
家
の
分
家
に
あ
た
る
７
番
農
家
の
場
合
も
四
七
歳
の
戸
主
は
ユ
ニ
チ

カ
を
退
職
し
て
銀
行
の
警
備
員
で
働
き
、
妻
は
バ
ー
ト
の
仕
事
に
就
い

て
い
る
が
、
本
家
の
農
業
機
械
を
借
り
て
耕
作
し
て
い
る
か
ら
耕
地
を

預
げ
る
と
し
て
も
遠
い
将
来
で
あ
ろ
う
。

　
脱
退
し
て
か
ら
入
方
町
の
農
事
改
良
組
合
長
を
つ
と
め
る
６
番
農
家

の
場
合
は
、
息
子
夫
婦
は
教
員
で
あ
り
当
主
は
六
〇
歳
ち
か
く
、
妻
は

ミ
シ
ソ
の
内
職
を
手
が
け
て
い
る
。
中
高
年
の
夫
婦
は
、
同
じ
く
脱
退

（
７
）

（
８
）

九
八
（
五
一
四
）

者
の
１
８
番
農
家
と
協
同
購
入
し
た
機
械
を
使
っ
て
二
二
〇
ア
ー
ル
の
耕

地
を
耕
作
し
て
い
る
。
現
南
営
農
組
合
長
の
本
家
に
あ
た
る
二
一
五
ア

ー
ル
の
所
有
者
１
８
番
農
家
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
三
一
歳
に
な

る
長
男
は
各
務
原
市
の
川
崎
航
空
機
に
勤
め
、
長
男
の
嫁
は
農
家
の
出

身
で
あ
る
が
県
職
員
と
し
て
児
童
相
談
所
に
勤
め
て
い
る
。
現
在
は
、

機
械
の
利
用
で
当
主
が
一
人
で
充
分
経
営
で
き
る
ぱ
か
り
で
な
く
農
繁

期
に
は
営
農
組
合
を
手
伝
っ
て
い
る
。
将
来
は
長
男
が
従
事
し
な
い
場

合
嫁
が
家
で
食
べ
る
く
ら
い
耕
せ
る
と
し
て
も
、
　
「
い
ず
れ
組
合
を
活

用
す
る
」
目
が
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
東
海
農
政
局
「
昭
和
五
一
年
度
東
海
農
業
情
勢
報
告
」
一
九
七
七
年
、

一
三
〇
頁
。

　
表
２
２
で
は
、
七
七
年
度
九
〇
～
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
委
託
率
の
農
家

が
一
〇
九
戸
、
表
１
８
で
は
同
七
九
戸
、
表
８
の
七
六
年
度
全
耕
地
委
託

農
家
は
一
四
五
戸
と
差
異
が
あ
る
。
表
２
２
は
、
組
合
の
受
託
者
名
簿
を

主
体
と
し
て
作
製
し
、
表
１
８
は
、
市
役
所
支
所
調
べ
「
農
家
所
有
地
耕

作
集
計
表
」
を
主
体
と
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
８
・
１
調
査
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね

所
有
権
で
現
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
。
一
般
に
耕
地
面
積
は
、
金
を
受
げ

と
る
時
に
は
大
き
く
、
金
を
支
払
う
関
係
に
は
少
な
く
申
告
さ
れ
る
。

表
８
の
数
字
に
つ
い
て
営
農
組
合
の
判
断
は
、
例
え
ぱ
ヤ
ミ
小
作
に
出

し
て
い
た
残
り
た
ど
、
自
分
で
全
部
耕
作
し
て
い
た
の
を
委
託
し
た
場

合
、
全
耕
地
加
入
農
家
と
認
定
す
る
か
ら
役
所
の
数
字
と
は
多
く
た
る
。

す
な
わ
ち
、
委
託
に
よ
っ
て
米
作
を
や
め
て
、
農
耕
を
し
て
い
な
い
農

家
は
、
全
面
加
入
農
家
と
組
合
で
は
判
定
し
て
い
る
（
組
合
調
ぺ
）
。



５
　
集
落
に
お
げ
る
営
農
組
合
の
役
割

　
入
方
集
落
の
農
家
は
、
後
継
者
の
嫁
を
と
る
こ
と
に
。
困
難
は
な
く
有

利
な
事
情
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
嫁
を
も
ら
う
場
合
「
田
ん
ぽ
が
あ
る
け

れ
ど
も
営
農
組
合
に
あ
ず
け
て
あ
る
か
ら
、
田
ん
ぼ
の
耕
作
を
し
て
も

ら
う
よ
り
も
、
今
の
勤
め
を
続
げ
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
。
」
と
相
手

の
娘
に
都
合
よ
く
説
得
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
若
い
夫
婦
が
農
業
か
ら
遠
去
か
り
つ
つ
あ
る
時
代
に
あ
っ

て
、
老
夫
掃
が
い
っ
ま
で
も
農
業
に
従
事
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
先

祖
伝
来
の
土
地
を
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
「
組
合
」
は
、
半
ぼ
公
共

的
な
土
地
の
管
理
組
織
と
い
う
役
割
を
も
果
し
て
い
る
。

　
一
九
七
八
年
一
月
三
一
目
、
和
合
農
協
支
所
の
二
階
和
室
で
開
か
れ

た
第
一
機
械
化
営
農
組
合
第
一
〇
回
総
会
に
は
、
地
元
の
市
会
議
員
が

二
名
出
席
し
た
が
、
二
名
と
も
杜
会
党
選
出
議
員
で
あ
り
来
賓
席
の
椅

子
に
は
腰
か
げ
ず
、
組
合
員
と
一
緒
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
座
っ
た
。

　
組
合
発
足
以
来
、
一
〇
年
の
成
果
を
た
た
え
る
祝
辞
の
中
で
「
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
入
農
産
物
の
白
由
化
が
目
本
の
農
業
政
策
を
猫
の
目
の

よ
う
に
変
更
さ
せ
て
い
る
。
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。
　
県
関
係
の
来

賓
祝
辞
に
共
通
し
て
い
た
組
合
の
存
在
理
由
と
し
て
は
、
　
「
機
械
化
貧

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ポ

乏
を
排
除
し
、
小
百
姓
で
過
大
な
投
資
は
困
難
て
あ
る
か
ら
土
地
を
財

産
と
し
て
維
持
す
る
た
め
に
組
織
体
に
委
任
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

市
農
協
の
組
合
長
は
、
き
び
し
い
情
勢
の
中
で
の
組
合
の
活
用
に
言
及

し
、
「
零
細
農
家
の
資
産
管
理
が
目
標
で
あ
る
。
」
と
祝
辞
の
中
で
述
べ

て
い
る
。

　
一
九
七
八
年
一
月
七
目
、
事
務
所
会
議
室
で
開
か
れ
た
南
機
械
化
営

農
組
合
第
十
五
回
定
期
総
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
、
老
人
の
組

合
員
か
ら
出
さ
れ
た
。
　
「
田
を
み
て
い
る
と
ヒ
ユ
や
セ
リ
や
雑
草
が
多

い
。
我
々
老
人
な
ど
手
の
あ
い
た
も
の
に
１
と
っ
て
は
、
た
と
え
五
〇
〇

円
で
も
組
合
か
ら
配
慮
が
あ
れ
ぱ
、
草
取
り
な
ど
の
手
伝
い
に
も
ゆ
き

易
い
。
預
け
っ
ぱ
な
し
だ
と
田
へ
出
て
ゆ
き
に
く
い
。
我
々
も
気
軽
に

田
へ
は
い
れ
る
よ
う
な
い
い
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
。
こ
の
ほ
か

に
も
「
収
量
計
画
が
達
成
で
き
な
い
の
は
目
標
が
高
す
ぎ
る
か
ら
で
は

な
い
か
」
と
か
、
　
「
配
当
を
多
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
卒
直
な
意
見

が
で
た
。

　
こ
れ
を
聞
い
て
帰
っ
た
県
事
務
所
農
務
課
の
「
来
賓
」
某
氏
は
、

「
普
通
こ
の
西
濃
あ
た
り
は
”
輪
中
根
性
〃
で
文
句
の
た
め
の
文
句
が

多
い
と
こ
ろ
だ
。
と
こ
ろ
が
、
営
農
組
合
の
総
会
は
、
東
濃
か
飛
騨
に

い
る
よ
う
な
い
い
ム
ｉ
ド
で
建
設
的
な
意
見
が
で
た
。
」
と
庁
内
で
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
五
一
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

書算決支収度年
５
２和昭合組農営南案議号－第４料資

部の入収

ｇｋ５０４

円
ｏ
０２戸－円

５
０

り
入

当
収
り
金

レ
外
当
越

↓
農
ル
繰

ア
作
一
度

　
冬
ア
年

１
０
秋
１
０
前

円
５
７１８１０２８

Ｏ０

７
．

６９２８

００４０９

５８７７

円
４
２０３１４０９

入
入
金
金
計

収
収

　
外
課
越

業
代

事
米
賦
繰
合

－
一
２
一
３
一
４
一

部の出支

円
３
５２３２６６６出支業事Ｌ

円１
５
０
１
３
６
１
４
１
７
０
６

４
８
６
５
２
３
３
２
１
８
１
７

９
７
４
５
１
１
２
４
３
２
０
９

４
７
４
２
５
１
５
９
０
３
２
６

０
３
６
８
６
７
２
８
５
８
３
１

３
０
５
６
６
３
１
６
２
１
４
８

１
６
１
１
１
８
５
３
３
２
　
１

　
　
　
　
　
　
　
３

代
代
代
費
代
料
費
費
等
費
等
息

　
　
　
除
　
　
　
済
理

　
　
　
　
　
　
　
　
共
修
材

子
料
薬
防
料
借
乾
務
，
，

　
　
　
同
　
　
　
金
品
資

種
肥
農
共
燃
賃
共
労
税
部
雑
利

は
Ｇ
Ｇ
は
旧
屹
町
侶
帽
ｍ
一
山
０
２

円
６
５９

　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
繰

　
　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
円
年

３
０
４
９
３
５
１
０
１
８
７
７
翌

１
７
１
６
２
川
引

２
６
３
５
１
６
９
２
１
８
１
２
差

７
５
７
２
５
ノ
出

１
７
１
３
　
　
　
９
０
支

　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
収

金
費
費
費
出
計

分
理
務
務
支

配
管
業
事
雑
合

２
一
３
一
４
一
５
・
６
一

○日７月－年
７
８

１
９」料資会総期定「合組農営化械機南垣大〕料資〔

一
〇
〇
（
五
ニ
ハ
）

価
し
て
い
る
。
東
濃
は
、
岐
阜
県
の
中
で

は
比
較
的
革
新
色
の
強
い
地
方
で
あ
る
。

　
こ
の
第
一
五
回
定
期
総
会
で
審
議
さ
れ

た
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で
を

別
表
に
付
し
、
資
料
４
「
昭
和
５
２
年
度

収
支
決
算
書
、
資
料
５
「
昭
和
鴉
年
度
事

業
計
画
及
収
支
予
定
表
（
案
）
」
、
資
料
６

「
水
稲
栽
培
の
作
業
基
準
」
を
参
考
資
料
と

し
て
掲
載
す
る
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
こ

の
組
合
の
役
割
と
動
向
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
農
業
に
計
画
性
を
持
た
せ
よ
う
と
す

る
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一

九
七
七
年
か
ら
七
八
年
に
か
げ
て
も
収
量

は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
目
指
し
、
配
分
金
は
七
七
年
度
一
〇
ア

ー
ル
当
り
二
万
二
二
二
〇
円
か
ら
七
八
年

度
に
は
総
額
二
千
万
円
（
八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

で
平
均
二
万
五
〇
〇
〇
円
を
目
標
と
し
て

い
る
。
ま
た
第
３
号
議
案
の
「
作
業
基
準
」



）案（表定予支収及画計業事度年
５
３和昭合組農営南案議号２第５料資

部の入収

円
６
５９

円
６
６９６１ｇｋ０６ｇｋ０２４

円
ｏ
０２戸１

　
入

り
収
円

当
外
５
０
他

ル
農
　
　
の

一
　
，
ル
そ

ア
作
一
　
，

１
０
冬
ア
子

米
秋
１
０
利

２
０
０
　
０

６
０
５
　
０

３
０
４
０

８
０
０
　
０

２
０
　
９
　
０

１
０
　
　
　
２

Ｅ
０
　
Ｑ
ｏ

９

円
７
７７９！４８９

金
入
入
金
入
計

越
反
収

繰
Ｊ

　
　
外
課
収

械
業
代

前
事
米
賦
雑
合

Ｌ
２
．
３
一
４
．
５
一

部の出支

円
ｏ
０００００２７出支業事Ｌ

円Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
５
７
８
０
５
５
０
６
５
５
０

１
６
１
１
２
５
８
５
３
２
１
２

　
　
　
　
　
　
　
３

代
代
代
代
代
費
料
費
等
等
等
息

　
　
　
　
　
　
　
　
済
理

　
　
　
除
整
　
拙
一
修
材

子
料
薬
防
料
調
借
務
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
金
品
資

　
　
　
同
　
燥

種
肥
農
共
燃
乾
賃
労
税
部
雑
利

…
凹
倒
則
倒
側
ｍ
働
側
仙
０
Ｇ
Ｄ
Ｇ
２

０００００００２

０００００５１

０００００５

００００００４

７７７９１４

円
７
７

［
’

９１４８９

金
費
費
費
出
計

分
理
務
務
支

配
管
事
業
雑
合

２
一
３
一
４
・
５
・
６
．

法方収徴額課賦の金課賦

　
戸

　
５
２

　
２

　
円

　
ｏ
０

　
２

　
戸

　
ー

　
ル

　
タ

　
ク

　
ヘ

　
ー

　
〇
一

　
８

　
円

　
５
０

円
ル

５
０
一

４
ア

９
０
１
０

金
金
法

　
基
方

課　
課
収

賦
賦
徴

Ｌ
２
一
３
・

入納りよ金分配時算決

○日７月－年
７
８

１
９」料資会総期定「合組農営南垣大〕料資〔

は
過
去
十
五
年
問
の
経

験
の
総
括
で
あ
り
、
作

業
の
指
針
な
の
で
あ
る
。

　
六
年
前
に
岐
阜
市
か

ら
や
っ
て
き
て
組
合
事

務
所
の
所
在
地
、
入
方

　
　
　
　
（
２
）

町
で
土
地
を
買
い
家
を

建
て
て
移
り
住
ん
だ
あ

る
主
婦
は
、
　
「
昔
か
ら

　
　
　
　
（
３
）

の
〃
し
き
た
り
”
に
は

驚
い
た
が
、
し
か
し
六

年
問
、
こ
の
部
落
で
よ

そ
も
の
あ
つ
か
い
を
受

げ
た
こ
と
が
な
い
。
」

と
い
う
。
人
問
ど
お
し

「
よ
そ
も
の
あ
つ
か
い
」

を
す
る
閉
鎖
的
な
風
習

が
す
く
な
い
こ
と
は
、

こ
の
先
駆
的
な
営
農
事

農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

一
〇
一
（
五
一
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

一
〇
二
（
五
一
八
）

準基業作の栽培稲水合組農営南案議号３第６料資

途用び及名械機術技幹基名業作
占
…

重を等虫イメ
曳線種浸間時

２
４倍

ｏ
ｏ

２
倍

剤
ｏ
ｏ

和
』

水
１，

剤

丁
乳

ト
∴一

オ

レ
チ

ソ
ミ

ベ
ス措予の子種

料肥用専合組
２

ｍ３３／９
４
０Ｋｇ０４Ｐｇ

４
０Ｎ肥施代苗水

２
ｍ３３／１ｄ０３種播

〃

）－ヤレブスー
ワス（

ａ０１／１０８倍
ｏ
ｏ０１山斉Ｌ茅ソオチ

、
、
、

ス

代
除

防

苗
虫

害

水
病

種品良優県チモ臨本目

霜
、

初風幸光のみ種品

）タスヤ

料
キ

肥
・

用
ド

専
一

合
口

組
ブ

（

１
４Ｋ６１Ｐ

１
４Ｎａ０１／ｇｋ０４成化ＣＴＡ肥施本

フニ一
タ

タ
一

ク
ロ
．

ラ
・

ト
ロ

剤
草

乳
除きか代散合

ａ０１／ＣＣ００５剤草除－タスソロきか代起耕

２

ｍ３
／
３株

６
０植本

／
３ｍ

７
ｃ２×

ｍ
４
ｃ２

植手植
’
機粒散日

１
３

～
７後植手

ａ０
／
１Ｋ３剤粒Ｓソタサ布散剤草除

タスダド

除
一

防
ピ

同
ス協

）ユ

ａ
バ

ー
０
ラ

ー
カＫ

ｏ
ｏ
　
，

レ

ト
ガ

ソ
ソ

ジ
モソア

虫
イ

目
メ

回
（１第除防虫害

りよに来出の稲
１
６Ｋ６１Ｐ

１
６Ｎａ０

／
１Ｋ

１
０

成化度高肥追

剤粒中水
ａ０１／ｇｋ３剤粒』

２
４りよに場圃布散剤草除干中

て見を育生
１
４Ｋ６１Ｐ

１
４Ｎａ０

／
１Ｋ

１
０

成化垣大肥穂

タスダド

除
一

防
ピ

同
ス協

ａ０
／
１

４
Ｋ
）一

カ

３
ソ，

ウ

ミ
、

ス
虫

マ
イ

ツ
メ

ド
レ

イ
ガ

サ
ホプ

ラ
チ

モ

目
イ

回
（２第

除防虫害病

て見を場圃
１
５Ｋ

１
５Ｎａ０

／
１Ｋ

１
Ｏ

成化ＫＮ肥実

タスダド

除
一

防
ピ

同
ス協

ａ０

／
１
）

Ｋ
カ

４
ソ～

３
ウ

サ
レ

ツ
ガ

バ
ホタ

キ
チ

モ

目
イ

回
（３第

除防虫害病水落

ツラト
。
，フソダ

観
運
ク

ソイバソコ型大ソイバソコ脱白穫収

圃種採県）機穀脱凧偉－ダソイ

“
、

ノ

子種

整調燥乾し渡売府政－タソセスイラ整調

機サ融ト
モ等ｕメ草革除エ

ヒ
理管水他の其

えなさ関井台２機植田条６台２機植田条４械機櫨

晴本日霜初
，

光のみ種品

きまらまを合ｊ
／
１

２
ｍ３３ｍ

Ｏ
ｃ３テタ×

ｍ
Ｏ
ｃ６コヨ型箱式様種播

植本６
～本４株

７
０

～株
６
０

２
／

ｍ３式様付植
○日７月１年８７９１料資会総期定「合組農営化械機南垣大〕料資〔



業
が
、
排
他
的
な
「
輪
中
根
性
」
を
薄
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
１
）
農
業
改
良
普
及
所
の
祝
辞
の
中
の
説
明
で
は
、
「
現
在
、
個
人
で
農

　
　
　
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
最
低
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
二
〇
万
円
、
二

　
　
　
条
植
の
田
植
機
が
四
〇
万
円
、
二
条
刈
り
の
コ
ソ
バ
イ
ソ
が
一
二
〇
万

　
　
　
円
と
合
計
約
三
〇
〇
万
円
は
必
要
で
あ
る
」
と
（
一
九
七
八
年
一
月
三

　
　
　
　
一
日
の
挨
拶
）
。

　
　
（
２
）
　
一
九
六
八
年
、
坪
当
り
七
千
円
、
二
一
〇
坪
を
八
四
万
円
で
買
っ
た
。

　
　
　
七
八
年
現
在
、
田
の
状
態
で
坪
当
り
五
万
円
、
同
じ
く
一
二
〇
坪
で
六

　
　
　
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
勿
論
周
囲
は
田
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
　
二
月
十
五
目
の
”
お
伊
勢
迎
え
行
事
〃
で
当
番
に
当
っ
た
者
は
、

　
　
　
あ
ず
き
が
ゆ
を
炊
く
た
め
に
－
午
前
三
時
に
神
杜
に
集
合
し
た
け
れ
ぱ
た

　
　
　
ら
ぬ
。
十
二
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
報
恩
講
に
は
、
朝
五
時
か
ら

　
　
　
　
”
お
と
き
〃
を
っ
く
っ
て
”
お
ま
い
り
〃
の
人
共
に
提
供
す
る
」
た
ど
。

６
　
生
産
組
織
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
（
１
）
農
地
の
転
用
問
題

　
大
垣
の
営
農
組
合
に
つ
い
て
、
発
足
当
初
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
土
地
管
理
組
合
的
色
彩
」
が
強
く
、
　
「
都
市
近
郊
に
お
け
る
農
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

撤
収
作
戦
」
の
一
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
「
こ
の
営
農
組
合
の
場
合
、
さ
ら
に
都
市
化
が
進
展
し
、

農
用
地
の
他
用
途
へ
の
転
用
問
題
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
現
在
土
地
の

資
産
保
有
を
目
的
と
し
て
参
加
し
て
い
る
者
が
営
農
組
合
か
ら
脱
退
す

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
困
難
な
問
題
が
生
ず
る
。
」
と

い
う
指
摘
で
あ
る
。

　
「
高
度
成
長
」
経
済
が
破
綻
し
た
現
在
で
は
、
農
地
の
工
場
用
地
化

は
停
滞
し
て
い
る
が
、
農
地
の
宅
地
化
は
、
今
で
も
除
々
に
進
行
中
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
大
垣
の
二
つ
の
営
農
組
合
の
根
拠
地
は
そ
れ
ぞ
れ
市
街
化

区
域
か
ら
外
さ
れ
、
農
振
区
域
に
入
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
都
市
中
心

よ
り
の
管
内
南
杭
瀬
地
区
は
四
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
、
名
神
高
速
イ
ソ
タ
ー

寄
り
の
洲
本
地
区
は
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
の
市
街
化
区
域
を
許
容
し
て
い

る
。
地
元
の
多
芸
島
地
区
は
、
農
業
一
本
を
目
標
と
し
、
農
地
転
用
案

を
排
除
し
た
。

　
農
用
地
か
ら
他
用
途
へ
の
転
用
問
題
は
、
将
来
、
農
振
区
域
を
い
つ
．

ま
で
も
ち
こ
た
え
ら
れ
る
か
に
関
係
し
て
い
る
が
、
現
況
は
、
農
民
の

「
農
地
か
ら
の
労
働
力
の
撤
収
」
が
受
託
組
織
の
存
続
条
件
と
た
っ
て

い
る
。

　
（
２
）
　
地
代
と
配
分
金
の
問
題

　
大
垣
市
農
業
委
員
会
の
き
め
た
標
準
小
作
料
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一

万
七
、
○
○
○
円
に
比
べ
れ
ぱ
、
組
合
の
配
分
金
二
万
円
低
迷
は
問
題

な
い
。
し
か
し
十
年
、
十
五
年
問
も
横
這
い
と
な
る
と
こ
の
イ
ソ
フ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
五
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

時
代
、
配
分
金
は
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
実
勢
ヤ
ミ
小
作
料
は
、
一
〇

ア
ー
ル
当
り
上
は
二
俵
分
（
三
万
四
、
○
○
○
円
）
、
中
で
一
・
五
俵
分
（
二

万
五
、
五
〇
〇
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
委
託
側
か
ら
は
、
一
定
の
地
代
の

値
上
り
を
望
む
声
も
あ
る
が
、
　
「
一
度
脱
退
し
た
ら
再
委
託
で
き
な
く

な
る
。
」
よ
う
な
需
給
事
情
が
現
行
の
配
分
金
を
黙
認
し
て
い
る
。

　
（
３
）
　
内
部
留
保
皆
無
の
問
題

　
「
生
産
額
か
ら
生
産
所
要
経
費
を
差
引
い
た
金
額
の
全
部
が
配
当
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
し
て
配
分
さ
れ
、
内
部
の
資
本
蓄
積
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
」
と
い

う
こ
と
は
、
仮
に
台
風
や
収
穫
間
際
の
水
害
に
よ
っ
て
収
量
が
著
し
く

減
じ
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
る
と
問
題
で
あ
る
。
赤
字
の
生
じ
た
場
合
、

逆
に
委
託
農
家
か
ら
取
立
て
て
い
い
か
ど
う
か
、
不
安
定
要
素
が
大
き

い
。
当
初
「
計
画
以
上
の
配
分
金
を
超
え
た
分
は
積
立
て
、
災
害
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

備
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
」
が
、
実
際
は
積
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

利
潤
追
求
を
目
標
と
し
な
い
組
織
は
、
ま
た
内
部
留
保
も
目
的
と
な
ら

ず
、
凶
作
等
で
運
営
に
支
障
を
来
た
し
た
場
合
、
委
託
者
（
組
合
員
）
が

連
帯
で
損
害
を
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
４
）
　
補
助
金
経
営
の
間
題

　
農
林
省
の
「
猫
の
眼
」
政
策
に
よ
っ
て
補
助
金
対
象
は
次
々
と
変
更

に
な
る
。
農
業
諸
団
体
は
、
補
助
金
の
「
受
け
皿
」
を
常
に
準
備
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
五
二
〇
）

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
諾
団
体
は
、
補

助
金
に
依
存
し
、
補
助
金
な
し
に
は
運
営
で
き
な
い
実
態
に
な
っ
て
い

る
。

　
南
営
農
組
合
は
、
機
械
化
実
験
集
落
と
し
て
県
・
市
の
補
助
の
も
と

に
成
立
し
た
。
第
一
組
合
は
、
第
一
次
構
造
改
善
事
業
を
導
入
す
る
に

当
り
補
助
事
業
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ソ
バ
イ
ソ
・
農
機
具
格
納
庫

育
苗
施
設
な
ど
総
事
業
費
五
、
○
○
○
万
円
の
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
を
国

・
県
・
市
に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
続
い
て
第
一
組
合
は
、
減
反
下
の
牧

草
栽
培
に
取
り
組
む
に
当
り
、
農
林
省
の
実
験
事
業
と
し
て
機
械
の
無

償
補
助
を
受
け
て
い
る
。
南
で
は
一
九
七
六
年
度
農
用
地
利
用
事
業
組

合
が
育
苗
セ
ソ
タ
ー
五
、
○
○
○
万
円
の
半
額
補
助
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
補
助
金
農
政
の
意
図
は
、
中
核
的
た
専
業
農
家
の
育
成
に
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
営
農
組
合
の
育
成
の
た
め
、
ひ
い
て
は
農
民
の
「
救
済
」
の

た
め
補
助
金
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
の
農
政
が
農
業
農
民

を
「
生
か
さ
ず
、
殺
さ
ず
」
に
と
ど
め
て
い
る
限
り
、
補
助
金
は
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

業
諸
団
体
に
と
っ
て
当
然
の
「
保
障
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
５
）
　
機
械
の
更
新
の
問
題

　
資
料
７
の
ご
と
く
南
の
営
農
組
合
は
、
最
新
式
の
大
型
農
業
機
械
を

使
用
し
て
い
る
。
営
農
組
合
は
、
法
人
組
織
で
は
た
い
か
ら
帳
簿
上
機
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械
を
所
有
し
て
い
な
い
。
購
入
済
の
機
械
は
、
農
協
の
所
有
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
機
械
の
耐
用
年
数
は
、
機
種
に
よ
っ
て
異
る
。
高
性
能
で
あ
れ
ぱ
あ

る
程
、
故
障
し
易
く
機
械
の
耐
久
力
は
減
退
す
る
。
ま
た
機
械
の
使
用

面
積
増
大
に
比
例
し
て
、
耐
用
年
数
は
減
少
す
る
。
ま
た
自
動
車
と
同

じ
ベ
メ
ー
カ
ー
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
向
け
に
デ
ザ
ィ
ソ
を
更
新
し
、
そ

の
た
め
に
組
合
で
は
新
式
導
入
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
も
か
く

機
械
は
償
却
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
償
却
が
済
め
ば
損
料
は
不
要

に
な
る
。
こ
う
し
て
機
械
の
更
新
は
進
め
ら
れ
て
き
た
し
、
実
質
的
に

機
械
は
農
協
所
有
か
ら
営
農
組
合
所
有
に
移
行
し
て
い
る
。
南
も
第
一

組
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
機
械
の
分
担
責
任
者
は
定
め
て
あ
り
、
修
理
も
自

分
達
の
手
で
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
間
題
は
、
実
体
に
合
う
よ
う
機

械
（
含
む
固
定
資
産
）
を
営
農
組
合
の
所
有
に
移
す
よ
う
な
組
合
の
法
人

化
を
進
め
る
べ
き
か
、
否
か
で
あ
ろ
う
。

　
（
６
）
　
生
産
調
整
の
問
題

　
米
の
生
産
調
整
に
当
り
、
営
農
組
合
は
そ
れ
だ
げ
で
ひ
と
っ
の
集
落

と
み
な
さ
れ
一
改
良
組
合
と
同
列
視
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
例
え

ぱ
三
城
、
和
合
地
区
の
生
産
調
整
は
第
一
組
合
が
請
負
っ
て
、
転
作
な

ど
を
組
織
的
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
五
二
二
）

　
一
九
七
八
年
度
の
転
作
目
標
面
積
は
、
第
一
組
合
が
四
九
八
ア
ー
ル
、

南
組
合
が
七
五
一
ア
ー
ル
と
通
達
が
き
て
い
る
。
同
じ
く
売
渡
申
込
限

度
数
量
も
両
組
合
で
三
一
〇
ト
ソ
と
押
え
ら
れ
て
い
る
。

　
米
に
代
る
飼
料
作
物
は
、
干
燥
し
た
頃
に
梅
雨
が
き
た
り
し
て
、
共

済
も
た
く
不
安
定
で
あ
る
。
ま
た
麦
と
大
豆
は
湿
田
に
弱
く
三
割
減
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

収
穫
と
な
る
し
、
そ
さ
い
の
収
益
は
低
い
。

　
減
反
政
策
は
、
冬
の
裏
作
を
促
進
し
、
機
械
の
年
間
効
率
と
労
働
配

分
で
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
た
る
水
稲
の
生
産
意
欲
を
減
退

さ
せ
、
組
合
の
経
営
面
で
は
圧
迫
要
素
が
強
い
。

　
「
生
産
調
整
」
は
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
見
通
し
が
強
い
中
で
、
個

々
バ
ラ
バ
ラ
の
現
体
制
で
は
、
効
果
的
な
「
減
反
」
が
不
可
能
な
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
米
過
剰
」
を
計
画
性
を
も
っ
て
調
整

す
る
た
め
に
は
、
大
垣
の
機
械
化
営
農
組
合
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
と

直
結
し
う
る
生
産
組
織
で
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
問
題
は
、
今
後
「
法
人
化
」
と
結
び
つ
く
可
能
性

の
あ
る
生
産
組
織
が
資
本
主
義
の
現
体
制
下
で
「
生
産
調
整
」
に
果
す

役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
（
７
）
　
水
管
理
の
問
題

　
収
量
目
標
は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
達



成
で
き
な
い
か
ら
配
分
金
に
も
ひ
び
い
て
い
る
。
　
「
田
植
後
二
～
三
週

問
の
水
管
理
の
適
否
が
除
草
剤
の
効
果
に
大
き
く
影
響
す
る
。
こ
の
た

め
作
期
幅
の
広
げ
ら
れ
た
大
規
模
稲
作
経
営
で
は
効
果
的
な
水
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

行
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
」
特
に
南
の
地
域
は
輪
中
に
つ
き

も
の
の
番
水
制
の
た
め
適
期
に
水
が
こ
な
い
。
最
近
は
裏
作
の
麦
の
収

穫
の
た
め
田
植
時
期
が
お
く
れ
、
お
く
れ
る
だ
げ
稲
の
稚
苗
に
は
成
育

上
不
利
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
南
部
低
湿
地
は
、
深
水
の
た
め
稚
苗
を

使
う
機
械
植
は
不
可
能
で
ま
だ
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
が
手
植
に
－
頼
っ

て
い
る
。

　
一
九
七
八
年
現
在
、
多
芸
島
連
合
自
治
会
は
、
進
捗
し
て
い
る
農
林

省
西
濃
用
水
の
事
業
が
、
番
水
制
を
無
く
し
、
直
接
下
部
落
へ
水
が
流

れ
て
く
る
工
事
方
の
採
用
を
用
水
事
務
所
へ
陳
情
し
て
い
る
。

　
（
８
）
農
協
の
合
併
問
題
と
組
織

　
農
協
合
併
促
進
法
に
ょ
る
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
る
寸
前
の
一
九
七

八
年
三
月
三
十
一
目
、
大
垣
市
農
協
は
、
大
垣
南
、
中
川
、
赤
坂
の
三

農
協
を
吸
収
合
併
し
た
。
組
合
員
総
数
は
、
四
、
○
○
○
人
か
ら
七
、

○
○
○
人
と
な
り
県
下
第
五
位
の
組
織
に
拡
張
し
た
。
機
械
化
営
農
組

合
の
立
場
か
ら
い
え
ぱ
、
い
わ
ぽ
本
家
筋
に
あ
た
る
農
協
が
大
き
く
な

っ
た
わ
げ
で
あ
る
。
南
の
組
合
か
ら
言
え
ぱ
、
「
第
一
組
合
」
の
呼
称

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

を
「
北
」
も
し
く
は
「
東
組
合
」
と
変
更
す
れ
ぼ
、
バ
ラ
ソ
ス
が
と
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
現
南
営
農
組
合
長
は
「
南
農
協
の
管
外
か
ら
の
申
込
も
多
く
な
る
一

方
だ
か
ら
市
一
本
化
に
し
て
、
西
部
、
東
部
、
北
部
と
い
う
よ
う
に
支

部
を
作
り
、
統
一
し
た
組
織
体
系
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
効
率
的
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
実
塊
し
た
い
」
と
望
ん
で
い
る
。

　
農
業
機
械
の
移
動
効
率
か
ら
い
え
ぼ
、
一
単
位
は
四
〇
〇
～
四
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
適
当
で
あ
り
、
旧
村
二
～
三
か
村
単
位
で
一
営
農
組
合

が
妥
当
で
あ
る
。
受
託
率
が
一
割
と
し
て
、
単
位
組
合
当
り
で
五
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
れ
ぱ
、
新
組
織
は
成
立
す
る
。

　
す
な
わ
ち
大
垣
で
農
民
が
要
望
し
て
い
る
「
受
委
託
の
公
的
機
関
」

を
各
所
に
配
置
す
る
計
画
を
た
て
れ
ぱ
、
実
際
に
は
五
～
六
箇
の
営
農

組
合
が
必
要
た
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
が
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

市
農
政
課
、
市
農
協
の
指
導
と
地
元
の
必
要
度
、
そ
し
て
「
リ
ー
ダ
ー

に
人
を
得
る
か
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
と
く
に
農
業
改
良
普
及
所
に
は

「
リ
ー
ダ
ー
養
成
」
の
任
務
が
あ
る
か
ら
営
農
組
合
の
今
後
の
発
展
に

関
す
る
普
及
所
の
責
任
は
重
く
役
割
は
大
き
い
。

　
（
１
）
宮
崎
俊
行
、
『
請
負
耕
作
と
農
業
生
産
法
人
』
鳳
舎
、
一
九
六
六
年
、

　
　
　
五
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
五
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

　
　
（
２
）
農
政
調
査
委
員
会
『
日
本
の
農
業
・
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
』
一
九
七
〇

　
　
　
　
年
、
四
九
頁
。

　
　
（
３
）
　
前
掲
書
『
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
ー
』
四
九
頁
。

　
　
（
４
）
　
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
『
機
械
化
営
農
の
８
ケ
年
』
、
　
一
九
七
一

　
　
　
　
年
、
三
〇
頁
。

　
　
（
５
）
営
農
組
合
の
あ
る
役
員
は
、
「
財
界
が
鉱
工
業
と
流
通
の
伸
び
に
必

　
　
　
　
要
な
労
働
力
を
農
村
か
ら
吸
収
し
、
お
く
れ
さ
せ
た
農
業
に
足
を
ひ
っ

　
　
　
ぱ
ら
れ
た
い
た
め
に
利
潤
か
ら
こ
の
程
度
の
補
助
金
を
差
し
出
す
の
は

　
　
　
　
当
り
前
」
と
主
張
す
る
。

　
　
（
６
）
　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
耐
用
時
間
は
、
法
定
で
八
年
間
、
延
六
千
時
問
と
さ

　
　
　
　
れ
て
い
る
が
、
営
農
組
合
の
ご
と
く
年
問
最
高
六
百
時
間
使
用
し
て
も

　
　
　
　
十
年
問
は
持
っ
わ
げ
で
あ
る
。
一
方
、
田
植
機
、
小
型
コ
ソ
バ
ィ
ソ
等

　
　
　
　
は
、
法
定
三
年
間
の
耐
用
年
数
が
二
年
し
か
持
た
な
い
（
組
合
調
べ
）
。

　
　
（
７
）
　
一
九
七
七
年
度
裏
作
の
一
例
。
ナ
ス
苗
・
農
協
出
荷
三
、
六
七
一
本
、

　
　
　
　
一
本
五
〇
円
で
一
八
、
○
八
○
円
。
ピ
ー
マ
ソ
・
ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
苗

　
　
　
　
個
人
売
、
五
八
二
本
、
一
本
当
り
三
〇
円
で
一
七
、
四
六
〇
円
（
組
合

　
　
　
　
調
べ
）
。

　
　
（
８
）
東
海
農
政
局
『
昭
和
五
一
年
度
東
海
農
業
情
勢
報
告
』
一
四
九
頁
。

　
　
（
９
）
農
業
共
済
新
聞
「
定
着
し
た
完
全
請
負
農
業
」
一
九
七
七
年
六
月
二

　
　
　
　
二
日
第
一
二
九
号
所
収
。

　
　
五
　
展
　
　
望

　
大
垣
で
は
、
十
年
問
そ
し
て
十
五
年
問
、
農
協
が
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
を

農
協
職
員
と
し
て
身
分
保
障
し
、
組
合
は
集
落
と
密
着
し
て
受
託
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
五
二
四
）

を
維
持
し
て
き
た
。
こ
の
組
織
の
特
徴
は
、
利
潤
追
求
が
目
的
で
な
く
、

構
成
員
の
所
得
補
償
方
式
を
建
前
と
し
て
農
業
経
営
を
受
託
し
た
こ
と

に
あ
っ
た
。

　
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
の
根
拠
地
に
隣
接
し
た
多
芸
島
集
落
で
シ

ク
ラ
メ
ソ
な
ど
の
温
室
栽
培
を
自
営
し
て
い
‘
る
青
年
（
元
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
会

長
、
二
六
歳
）
は
、
組
合
の
存
在
に
つ
い
て
、
　
「
み
な
一
生
懸
命
、
力
を

あ
わ
せ
て
い
る
か
ら
十
五
年
問
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
組
合
の
受
入
体

制
が
整
え
ば
、
す
な
わ
ち
も
っ
と
人
を
増
や
し
、
機
械
を
導
入
し
て
採

算
が
あ
え
ば
、
組
合
は
ま
だ
大
き
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
預
げ
た
い

希
望
の
人
が
多
勢
い
る
か
ら
だ
。
自
分
も
園
芸
の
経
営
が
軌
道
に
の
れ

ほ
、
採
算
の
あ
わ
な
い
田
は
預
げ
た
い
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
　
彼
は
園

芸
の
自
営
を
始
め
た
当
初
、
組
合
の
ト
ラ
ッ
ク
を
実
費
で
安
く
借
用
で

き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
た
。

　
乳
牛
五
五
頭
を
兄
と
協
同
し
て
飼
育
し
て
い
る
専
業
青
年
（
前
四
Ｈ
ク

ラ
ブ
会
長
、
二
五
歳
）
は
、
同
地
域
の
第
一
機
械
化
営
農
組
合
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
農
業
の
大
型
機
械
化
一
貫
体
系
で
、
例
え
ぱ
収
穫
－
運
搬
－
格
納

作
業
な
ど
分
業
と
協
業
が
集
団
で
行
わ
れ
、
作
業
能
率
は
あ
が
っ
て
い

る
。
仕
事
を
し
て
い
る
若
い
新
し
い
人
は
、
先
輩
の
指
導
で
伸
び
て
い



る
し
、
分
担
し
て
責
任
を
も
た
さ
れ
て
い
る
し
い
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
る
。
将
来
大
垣
の
西
地
区
に
い
ず
れ
地
域
の
要
望
か
ら
営
農

組
合
の
必
要
が
生
ず
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
東
の
第
一
組
合
で
養
成
さ

れ
た
幹
部
が
指
導
老
と
な
”
て
新
組
合
の
建
設
を
リ
ー
ド
で
き
る
で
あ

ろ
う
」
と
。
こ
の
青
年
の
兄
は
、
第
一
機
械
化
営
農
組
合
創
立
当
時
の

発
起
人
で
あ
り
、
共
に
．
酪
農
し
て
い
る
今
も
、
田
植
の
農
繁
期
た
ど
に

は
毎
日
兄
弟
二
人
の
ど
ち
ら
か
が
時
間
を
割
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
組
合
の
手
伝
い
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
垣
に
お
け
る
上
記
二
つ
の
営
農
組
合
は
、
　
「
土
地
管
理
組
合
」
の

側
面
よ
り
も
「
農
業
生
産
組
織
」
の
側
面
が
強
く
、
現
地
の
農
民
に
と

っ
て
は
、
農
地
を
守
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
農
業
を
維
持
し
、
結
局
は

農
民
を
支
え
て
き
た
大
切
な
組
織
で
あ
っ
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。

　
目
本
農
業
の
基
本
的
な
担
い
手
は
、
近
い
将
来
に
お
い
て
は
、
や
は

り
独
立
白
営
の
安
定
農
家
で
あ
っ
て
生
産
組
織
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
生
産
組
織
は
日
本
農
業
の
担
い
手
に
。

な
り
え
な
い
と
は
い
い
き
れ
た
い
の
で
あ
る
。

　
生
産
組
織
も
、
そ
の
基
盤
の
中
心
は
集
落
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
く
な
く
と
も
生
産
組
織
の
育
っ
よ
う
た
集
落
は
、
こ
の
小
論
で
も
明

ら
か
な
ご
と
く
、
全
体
と
し
て
現
実
の
農
業
問
題
と
積
極
的
に
対
決
し

　
　
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託
（
木
村
）

て
い
く
姿
勢
を
も
っ
た
集
落
で
あ
り
、
従
っ
て
生
産
組
織
は
集
落
に
守

ら
れ
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
し
、
今
後
も
そ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
。
生

産
組
織
を
構
成
し
て
い
る
農
民
が
集
落
農
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
農
民

の
た
め
に
進
む
か
ぎ
り
、
農
業
生
産
組
織
の
未
来
は
開
け
て
く
る
。

　
　
〔
追
記
〕

　
　
　
こ
の
た
び
の
調
査
で
特
に
御
協
力
を
願
っ
た
名
和
敏
夫
氏
を
は
じ
め
大
垣

　
　
南
機
械
化
営
農
組
合
の
諸
氏
、
日
比
野
久
氏
を
は
じ
め
大
垣
第
一
機
械
ヒ
営

　
　
農
組
合
の
諸
氏
、
農
業
改
良
普
及
所
関
係
の
松
原
充
夫
氏
、
田
中
義
已
氏
、

　
　
市
農
政
課
の
高
木
照
夫
氏
、
市
多
芸
島
支
所
の
田
中
一
美
氏
、
四
Ｈ
ク
ラ
ブ

　
　
の
佐
竹
静
氏
、
大
石
修
氏
、
南
農
協
の
吹
原
正
美
氏
、
県
農
臨
中
央
会
の
大

　
　
倉
宏
氏
、
多
芸
島
連
合
自
治
会
長
の
名
和
義
栄
氏
（
順
不
同
）
の
皆
様
に
。
深

　
　
く
感
謝
し
ま
す
。

一
〇
九
（
五
二
五
）




